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はじめに
芦澤家が暮らしている山梨県富士川町

は、赤石山脈と富士川に挟まれる場所に位
置し、甲府盆地よりもやや標高が高いとい
うこともあり、風がよく通る養蚕に適し
た場所です。この地で芦澤家は明治 2 年

（1870 年）から代々養蚕業を続けており、
私の代で６代目になる養蚕農家です。この
約 150 年の間、臼

う す ぼ

彫りや石垣積み、米麦
や乳牛、造園やしいたけなど様々な生業を
副業部門としながらも養蚕を軸に継がれて
きました。

特に 1960 年代初頭の祖父の代、当時、
繭値の暴落から桑園を水田や果樹畑に転換
する動きが活発に進められていた時期にも
かかわらず、大切に育てていた乳牛２頭を
売り、代わりに桑畑を購入し広げたそうで
す。父も 1994 年に大型蚕舎の中に多段循環
式飼育装置や桑条切断機等の設備を取り入
れ規模拡大をはかり、現在使用している桑
園が約 340a まで拡大しました。また、山梨
県内の人工稚蚕飼育の受け入れも行ってお
り、地域養蚕の存続の一翼を担ってきたと
思います。昨年は父が黄綬褒章を受賞した
ということもあり、その偉大さと家業 150
年という重みを感じています。私は、幼少

のころから何かと手伝わされていた家業を
当時は毛嫌いしており、次男ということも
あって、高校卒業後は都内の動物飼育の専
門学校を卒業したのち、目指していた動物
園に就職をしました。その後、生き物の飼
育管理という共通点から、仕事の延長で養
蚕業の現状を改めて見直したことをきっか
けに、家業に従事する決断を致しました。

昨年の養蚕成績と考察
平成 29 年度は年間 6 回の掃立を行い

2,423kg（内白麗 328kg）の成績でした。
普通蚕種の夏（６月 21 日掃立）と初秋（７

月 19 日掃立）の収量が、春（5 月 5 日掃
立）、晩秋（8 月 30 日掃立）に比べて半分
程の箱収という結果でした。原因は夏の猛
暑と消毒不足によるものと考えています。

毎年異常気象が続くなか、外的環境に左
右される養蚕飼育をいかにカイコに影響を
与えないようにするかが課題ですが、その
ための設備や道具を導入し補ってもなかな
か難しい状況です。機械だけに頼るのでは
なく緑や風、水など様々なエネルギーを利
用し施設内の熱を逃がすような工夫を今ま
で以上にしていく必要があると思います。
また桑園の除草作業にも苦労しました。夏

山梨にて養蚕 150 年

山梨県富士川町

芦澤洋平
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の猛暑の時期や五齢の繁忙期の桑取作業の
負担をできるだけ減らすという為にも、冬
の閑散期から効率よく雑草を抑制するよう
な改善が必要だと痛感しました。他にも病
原菌や隣園からの農薬被害等の配慮といっ
た、見えづらい敵からの対処を要所で目視
化するなどの対策を取ることで、影響をで
きるだけ避けたいところです。さらに経営
面から考えると経費の削減や機械や蚕具の
メンテナンスなど諸々の課題はつきないで
すが、こういった課題の解決を喜びに変え
て、より良い成績を出すために挑戦してい
きたいと思います。

養蚕を絶やさないために
平成 26 年度から老朽化した桑園の改

植 を 行 っ て お り、 助 成 を 頂 き な が ら 計

10,000 本の桑苗を将来のために植え替え
ました。改植した畑は、この先、約 20 年
は緑々と桑の葉を広げてくれると思いま
す。この 20 年をみただけでも世の中は急
激な変化が続き、養蚕農家も高齢化し、減
少してきていますが、山梨県では私以外に
2 名の新規養蚕就農者が現れました。時代
が変わっても、まだまだお蚕さんが吐く糸
は変わらず魅力的だと思いますし、天然素
材の絹を必要とされている方も変わらず多
くいると思います。今はまだ生産技術の習
得に勤しむ身ですが、150 年続いた家業
の養蚕を絶やさないためにも、消費者や川
下からの要望にしっかり答えていけるよう
な、また養蚕農家から蚕糸の魅力を発信で
きるような養蚕農家になれるよう励んでい
きたいと思います。

稚蚕飼育 多段循環式飼育装置

上蔟室
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トピックス

私が養蚕を本格的に始めて、３年目にな
ります。私の家は、私が産まれる前から、
長く養蚕、水稲、季節野菜を生産してきた
農家で、小学校高学年の頃には、夏休み等
に給桑等の手伝いをしていました。家業を
継ぐ前は、運送業の仕事をしていたのです
が、４年前に父が病気で１年間、入院する
ことになり、丁度、運送の仕事を辞めるか
悩んでいた時に、一緒に養蚕をしようと説
得され、会社を辞めて、養蚕の勉強をスタ
ートしました。養蚕に従事してみると、春
蚕から初冬蚕まで休みが無く仕事が続き、

野菜の方にも手を掛けなくてはならなく
て、体力的に続けて行けるか不安になりま
した。病気から復帰した父と母が、平然と
仕事をしているのを見て、１番若い自分が、
負けていられないと、闘志を燃やし、１年
目と２年目を乗り切って来ました。両親、
祖母は何十年とこの仕事を続けてきたとい
うことに、本当に凄い人達だと思いました。

昨年までを振り返って
私が、家業を継ぐ為の勉強をスタート

させたのは２年前。その前年、父が１月か
ら 10 月まで入院してしまい、この１年は、
養蚕、水稲、野菜が何も出来ない状態だっ
たので、桑畑は荒れてしまいました。イノ
シシが畑の中を歩き回り、桑の木の根を掘
り起こして食べ、桑は枯れ、地表は軽トラ
ックも乗り入れ出来ない程、ボコボコにな
ってしまいました。

また、１年間除草剤を撒かず、草刈りを
しなかったため、雑草の蔓が桑に絡みつい
てしまい、ジャングルの様でした。そのた
め、１年目は出荷の回数を減らして、桑畑
の整備に力を入れました。幸い、二本松市
がイノシシ対策を進めてくれたので、イノ
シシの被害は少しずつ減ってきましたが、

養蚕農家の後継者としての思い

福島県二本松市

本多明彦

堆肥の散布
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雑草の駆除には手を焼きました。アレチウ
リ等の除草剤が効かない外来種が増えてしま
い、翌年も苦労させられました。

平成 28 年は、天候が全く味方をしてく
れない１年でした。養蚕だけでなく、水稲、
野菜にも大きく影響しました。冬は雪が殆
ど降らず、春は真夏の様な暑い日が続き、
桑畑や野菜の畑が乾燥し、水不足になりま
した。ところが、平成 29 年は夏に雨が多
く降り、結果的に日照不足になり、桑も伸
びず、葉の色も薄く良い桑とは言えない状
態で給桑することになりました。野菜も収
穫量が大きく減ってしまいました。秋は例
年以上に気温が下がり、飼育室、上蔟室の
温度管理で練炭、石油を多く使いました。
晩秋蚕、晩々秋蚕、初冬蚕のシーズン終盤
に、ごろつき蚕、薄皮繭等が多く出てしまい、
選繭の際、本当にショックでした。温度管理、
消毒をしっかりと行ったのですが、まだま
だ見直す必要があったのだと思います。

対策と目標
天候に恵まれなかったこともあります

が、昨年の失敗を経て、少しずつですが今

シーズンに向けて準備を始めています。桑
の剪定と同時に軽トラック 40 台分の豚の
糞を土壌改善のための堆肥として撒いてい
ます。さらに、剪定をしながら大量に増え
てしまったアレチウリ等の雑草を見つけて
１本１本、根ごと駆除をしています。地元
の道の駅で桑茶の生産・販売をしている方
がいるので、桑の管理等のアドバイスを頂
けたらと思います。また、飼育室の消毒は
勿論ですが、雪が降って外での作業が出来
ない時に、回転蔟と回転ボールに絡み付い
ている繭糸をブラシで清掃しています。回
転ボールは１枚１枚を１マス１マス丁寧に
清掃するので、１日に 150 枚程しか出来
ませんが、１つ１つの作業を丁寧に行い、
今年は昨年以上に優良な繭を提供したいと
思います。

まだまだ、農業初心者なので、父を始め、
周りの方々から指導をうけて一人前の家業
を継ぐ者になろうと決意しております。

堆肥を散布した桑畑

回転蔟の清掃具
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JA なす南の繭とオリジナルブランド振袖の地元への
広報活動について

JA なす南　営農部畜産課

養蚕担当　河又裕子

平 成 29 年 11 月 4 日 ～ 5 日、 第 19 回
JA まつりにおいて、㈱髙島屋オリジナル振
袖「誰

た

が袖
そでごの

好み」の試着体験会を行いました。
成人式を控えた女子に振袖を無料で体験

していただくコーナーで、平成 24 年から
始まり、今では地元女子中学生に静かな人
気を集めているコーナーです。

初めての振袖購入者は、平成 28 年の体
験会に参加された方です。

JA なす南の養蚕のとりくみ
JA なす南は栃木県の東に位置する那須

烏山市と那珂川町を管轄としています。茨
城県境は八

や み ぞ

溝山系が連なり、中山間地域と
呼ばれる、畜産や畑作の行われてきた地域
です。以前は農業の副業として養蚕を行う
者もたくさんおりましたが、だんだん減少
し、現在は 4 軒の農家さんがこだわりの養
蚕を続けています。

輸入絹製品の増加による繭価格の低迷に
対抗するため、価値のある繭、特に日本の
キモノに適する生糸がとれる繭の生産に力
をいれてきました。節のない細くしなやか
な生糸を作るために、繭をあえて大きくせ
ずに、収量よりも品質を重視しています。
選繭も丁寧に行います。

そのような努力の甲斐あってか、16 年
ほど前、純国産オリジナルブランド振袖の
企画が持ち上がっていた髙島屋さんと出会
うことができました。提携グループの働き
もあり、JA なす南の繭のみを使用した髙
島屋オリジナルブランド振袖「誰

た

が袖
そでごの

好み」
ができあがりました。

JA まつりへの出店
「地産地消」という言葉があたりまえに

使われるようになった頃、JA から、JA ま
つりに「誰

た

が袖
そでごの

好み」を展示したらどうか
という話がありました。正直なところ最初
は、地産地消と云っても、加工の大部分は
県外ですし、土臭い野菜や米と並べて高級
着物を展示してよいものかと疑問を持ちな
がらのスタートでした。案の定、始めの 2
年間は、お客様も場違いな展示物に高価な
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ものを買わされる恐怖を感じたのか、なか
なか見に来てくれませんでした。

転機があったのは 3 年目です。JA からも
っと客を集めるよう促され、試着体験だけ
でなく、まゆ細工コーナーを設けてはどう
かと提案しました。繭玉や生きた蚕を展示
して養蚕そのものを PR してみてはどうか、
キモノができる工程を紹介してこそ ｢ 地産
地消 ｣ につながるのではないか、と思った
からです。まゆ細工といっても簡単な動物
やアクセサリーを自由につくってもらいま
した。子供たちがたくさん集まり、付添い
の大人たちも、「あら、まだ養蚕やってい
るのね？なつかしいわ。」と気楽に話をし
てくれるようになりました。中学生には試
着体験を進めました。最初は恥ずかしそう
に遠慮しますが、なんとか説得して着ても
らうと、“あら不思議” とても嬉しそうにス
マホで写真をとり、数分後には友達をさそ
って来てくれました。美しいキモノには人
を惹きつける不思議な力があるようです。

購入第 1 号のＡさんは、那珂川町に住む
祖父母と JA まつり（平成 28 年）に訪れた

際、試着体験をしました。「初めて振袖を
着て、すごく気持ちがよかった。買ってく
れた祖父母に感謝しています。」と感想を
述べられ、今年、宇都宮市の成人式に出席
されました。

JA 他部署との連携
平成 29 年から JA なす南金融共済部では

「振袖定期積金」という金融商品を扱ってお
り、成人式をひかえたお子さんを持つご両
親や祖父母に積立貯金を薦めています。積
立を申込まれた方には、金利上乗せサービ
スをさせていただいた上に、「誰

た

が袖
そでごの

好み」
をご紹介させていただいております。

まゆ細工を作った子供たちは、いずれ、
成人式を迎えるでしょう。大きくなって養
蚕を始めてみたいなんて思うかもしれませ
ん。これからも地元の方々との交流を深め
ながら、JA の幅広い事業を大いに利用し
て、地元産絹製品を紹介していこうと思い
ます。
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はじめに
日本の蚕糸業がかくまでに縮小したのは

何故なのか。
この問題に取り組んで、先ごろ、「日本

の蚕糸業の縮小過程とその要因」と題した
論文をまとめた。この論文は、高崎経済大
学地域科学研究所の「日本蚕糸業の縮小過
程と蚕糸業文化の継承」という論文集の中
に収録され、過日、日本評論社から出版さ
れた。論文そのものはかなり長く、要約は
困難なので、興味のある方はそちらを読ん
でいただきたいが、さわりの点を一口に言
えば、大きく２点、すなわち、生糸・絹織
物の内外価格差が拡大し、外国のものが大
量に流入し、国産生糸などの市場を侵食し
たことと、きものをはじめとする絹の需要
が大幅に減退したこと、が蚕糸業縮小の要
因であったことを述べたものである。

論文を書きつつ考えたことは、経済変動
の影響の恐ろしさということであった。蚕
糸業のように、その最終製品が生活必需品
とは言えない物品は、景気変動などの経済
情勢の変動や経済そのものの枠組みの変化
に大きな影響を受けざるを得ない。そのこ
とに敏感でないとやっていけないのであ

る。この点は、生活必需品である食料を生
産している農業とは、かなり感覚が異なる。

戦前の生糸の栄光の時代にも、経済情勢
の変動という事態はあった。顕著なものと
しては、第一次世界大戦後の大不況のとき、
昭和初期の世界の大恐慌のとき、主要輸出
国であったアメリカで燃えない人絹が発明
され、日本からの輸出生糸の使用先が靴下
に限られていったとき、があげられる。

戦後は、ナイロンの発明により、靴下市
場からも生糸は排除され、生糸の輸出は伸
び悩んだ。しかし、高度経済成長により、
きもの需要など国内市場が拡大し、昭和
30 年代から昭和 40 年代の終わり近くまで
は、戦前の半分の生産規模ながら、それな
りに良き時代が続いた。しかし、影は忍び
寄っていた。高度経済成長に伴い労賃水準
が上昇し、中国などとの内外価格差が生じ
始めていたことである。そのことを端的に
表していたのが、生糸輸出の激減・消滅と
生糸輸入の開始・増加であった。

高度経済成長以後の経済変動と蚕糸業に対
する影響

それでは、主な経済変動とそれが蚕糸業

前大日本蚕糸会会頭

髙木　賢

経済変動と蚕糸業への影響
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にいかなる影響を及ぼしたのか、歴史的に
見てみよう。

高度経済成長以後の日本経済の最初の大
ショックは、昭和 46 年のニクソンショッ
クと円高の開始であった。

それまで１ドル 360 円という固定され
た為替レートの下で、日本の輸出は増加し、
貿易黒字が累積していたが、これが経済摩
擦の要因となり、時のアメリカ大統領ニク
ソンは、ドルの金への交換を停止するとと
もに、貿易収支黒字国に対し、為替レート
の切り上げを要求したのであった。紆余曲
折はあったが、日本も変動相場制に移行し、
12 月には、１ドル 308 円（約 15% の切り
上げ）になった。このことは、外国産のも
のが 15% 安く国内に入ることを意味して
いた。一方で、高度経済成長に伴い、労賃
水準は高くなり、生産コストは上昇してい
たから、生糸の内外価格差は拡大すること
になった。為替レートの変動が影響し、昭
和 47 年には、生糸の輸入単価の平均は、
前年の 6,315 円から 5,796 円となり、輸
入量は前年の 98,510 俵から 168,641 俵へ
と２倍近くに急増した（表 1）。その勢いは、
48 年になってもやまず、ついに 49 年、ニ
クソンショックを受けて、46 年に議員立
法で成立していた生糸の一元輸入制度が具
体的に発動されるに至った。

第２の大きな経済変動は、昭和 40 年代
末尾の物価高騰である。

昭和 47 年に成立した田中内閣による日
本列島改造論に基づく積極的な財政金融政
策により、地価の高騰をはじめ諸物価が高

騰していた。また、48 年、石油産出国で
あるアラブ諸国は、第４次中東戦争を契機
として、石油の輸出量の削減、石油価格の
引き上げの方針を打ち出し、これが物価高
に追い打ちをかけた（49 年には、48 年比
約 30% も消費者物価は高騰した）。これら
のことは、労賃コストのさらなる上昇を通
じて国内産の生糸や絹織物の価格の引き上
げ要因となり、内外価格差が拡大するとと
もに、価格上昇により、国内の絹織物は敬
遠され、需要の減退につながった。さらに、

暦　年 数量（俵） 金額（千円） 単価（円 /kg）

S46（1971） 98,510 37,322,914 6,315

S47（1972） 168,641 58,641,979 5,796

S48（1973） 143,341 77,785,192 9,044

S49（1974） 98,677 54,342,093 9,178

S50（1975） 41,078 19,409,155 7,875

S51（1976） 35,819 17,750,124 8,259

S52（1977） 55,918 28,698,223 8,554

S53（1978） 83,833 39,230,943 7,799

S54（1979） 60,467 31,955,639 8,808

S55（1980） 49,598 28,707,182 9,647

S56（1981） 15,254 6,332,341 6,919

S57（1982） 38,252 19,532,983 8,511

S58（1983） 40,489 19,054,097 7,843

S59（1984） 25,389 9,754,661 6,404

S60（1985） 34,979 12,922,442 6,157

S61（1986） 32,616 9,364,761 4,785

S62（1987） 24,280 5,755,298 3,951

S63（1988） 32,612 8,307,880 4,246

注１）出展：蚕糸業要覧。
注２）生糸と玉糸の合計である。

表 1　外国産生糸の輸入量と価格の推移
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物価抑制のため、今度は総需要抑制策がと
られ、金融引き締めなどが実施された結果、
物価の上昇はストップしたが、経済全体は、
大不況となった。高度経済成長は完全に終
焉を迎えた。消費マインドは冷却してしま
った。

絹の世界では、従来と比べ、きものの
価格は高くなる一方、消費者の購買力は低
下するというダブルパンチを浴びたのであ
った。昭和 48 年に 44 万７千俵あった絹
織物業者への生糸引渡量は、54 年には 28
万４千俵と大幅に減り（48 年対比 36% 減）、
30 万俵を割ってしまった（表 2）。高度経

済成長の終焉は、生活のスタイルの変化を
も加速したものとみられる。家計収入の伸
び悩みは、合理的生活様式の浸透に寄与し、
いわゆるきもの離れが生活様式の面からも
進行した。

しかし、きものの需要など本格的に絹の
需要増進対策の検討を始めたのは、ようや
く昭和 54 年ころになってからであり、そ
の結果は、55 年 2 月、蚕糸業振興審議会
の中間報告として取りまとめられた。また、
価格の面からは、それまで引上げ一方であ
った基準糸価について、ようやく 56 年３
月になって、1,000 円の引下げが提示され
た。それも、団体や政治の反対を受けて、
40 日間の論議の末、700 円下げで決着した。

率直に言って、昭和 54 〜 55 年ころま
では、経済全般の大変動にもかかわらず、
惰性が支配していたといえよう。歴史に if
はないが、もう少し早く路線転換ができな
かったものかと思う。経済の大きな枠組み
の変化や経済の変動状況の影響について、
反射神経が鈍かったのではないかと言わざ
るを得ない。これは筆者においても例外で
はない。その後の期間を含めて経済動向に
鈍感であったことについて大いなる反省を
している。

大きな経済変動の３番目は、昭和 60 年
のいわゆるプラザ合意である。

昭和 59 年 11 月、いわゆる期中改定に
よって、基準糸価は 2,000 円引き下げられ
た。これによって糸価は安定し、国産生糸
の流通も円滑化された。当時筆者は繭糸課
長の職にあったが、やれやれと一安心した

年　次 生糸引渡
純内需

輸　入
計

絹糸 織物 二次製品

S46（1971） 397 1 18 - 416

S47（1972） 493 1 29 - 524

S48（1973） 447 2 43 - 491

S49（1974） 355 4 29 - 389

S50（1975） 382 55 48 6 491

S51（1976） 346 57 49 9 461

S52（1977） 280 28 43 12 362

S53（1978） 338 40 52 15 445

S54（1979） 284 34 53 18 390

S55（1980） 247 31 44 21 342

S56（1981） 231 21 42 24 317

S57（1982） 244 14 42 26 326

S58（1983） 196 15 30 29 269

S59（1984） 177 20 28 30 255

S60（1985） 191 16 39 32 279

S61（1986） 152 24 40 48 264

S62（1987） 156 21 42 63 283

S63（1988） 206 20 44 79 348

出典：蚕糸業要覧、シルク情報、シルクレポート

表 2　絹の国内需要の推移
（単位 : 千俵）
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ものだった。しかし、それも長くは続かな
かった。蚕糸関係者にとって予想外の出来
事が起きたからである。当時、円は 1 ドル
240 円程度で推移していたが、日本の輸出
は増加し、大幅な経常収支の黒字を続けて
いた。60 年９月、ニューヨークのプラザ
ホテルで５カ国蔵相・中央銀行総裁会議が
開かれ、交易条件を改めるため、ドル以外
の通貨のドルに対する切り上げが決定され
た。これによって、翌 61 年には、１ドル
150 円程度になるなど急速に円高が進んだ

（表 3）。輸入生糸の価格の平均が 60 年に
6,157 円であったものが、61 年には 4,785
円になった。安くなった外国産生糸は、内

外価格差のさらなる拡大をもたらし、国産
生糸の引下げをしないと国内で流通しない
という事態を招いた。かくして、62 年３月、
３回目の基準糸価の引下げ（2,200 円の引
下げ）が行われた。この措置は、プラザ合
意による打撃の結果そのものであり、国産
生糸の販売にとってはやむを得ないことで
あったが、これによって、養蚕・製糸とも
大幅に採算が悪化した。片倉工業（株）の
富岡製糸場が操業を停止したのはこの時期
であった。以後、製糸工場の操業停止が加
速する。

円高対策のための大型補正予算、超低金
利政策などの結果、円高不況は克服された
が、後にバブルといわれた実体に乏しい景
気上昇が実現された。

しかし、バブルは長続きせず、大きな４
番目の経済変動として、バブルの崩壊が生
じた。平成元年末に３万 8,915 円という
高値をつけた株価は、平成２年になって下
がり始め、平成４年８月には約３分の１の
１万 4,309 円にまで下落した。各種のもの
に対する消費需要は沈滞した。上昇が続く
と信じられていた地価も３年から下がり始
めた。それに続く日本の経済状態は、今な
おバブル崩壊の後遺症を脱却しきれていな
いといってよいであろう。

株価や地価の下落は、消費や投資を冷え
込ませる。また、将来不安を惹

じゃっき

起させる。
生活必需品以外の物の購入は後回しにな
り、生糸の需要は、外国産生糸を含め減退
する一方となった。それとともに、基準糸
価引下げに伴い養蚕・製糸の採算は大幅に

暦　年 円 / 米ドル

S46（1971） 346.51 

S47（1972） 303.28 

S48（1973） 271.67 

S49（1974） 292.08 

S50（1975） 296.79 

S51（1976） 296.55 

S52（1977） 268.50 

S53（1978） 210.44 

S54（1979） 219.15 

S55（1980） 226.69 

S56（1981） 220.55 

S57（1982） 249.06 

S58（1983） 237.48 

S59（1984） 237.53 

S60（1985） 238.53 

S61（1986） 168.52 

S62（1987） 144.61 

S63（1988） 128.13 

出典：S46,47 は、ブルームバーグ。
　　　S48 以降は、日本銀行（東京市場）。

表 3　為替の推移
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悪化した。所得対策などの対策が講じられ
たが、蚕糸業の縮小はととどまることを知
らなくなった。

こうして、生糸の生産規模は、昭和 60
年のプラザ合意のころと比べると、その後
の 20 年間で約 80 分の１に、現在ではな

んと約 400 分の１にまで縮小してしまっ
ている（表 4）。

おわりに
以上述べてきたように、労働集約型産業

である蚕糸業にとって、労賃水準の上昇が
まずもって大きな影響を及ぼして内外価格
差を発生させたのであるが、一方で世界経
済などをはじめとする急激で大きな経済変
動が内外価格差の拡大や絹の需要減退に大
きな悪影響を及ぼしたことはいくら声を大
にしてもしすぎることはないであろう。

絹という商品特性からして、これからも
様々な経済変動の影響を受けざるを得ない
であろうが、その影響を最小限にするため
には、経済変動に関する情報に敏感でなけ
ればならないし、それに対して機敏に対応
しなければならない。当面する事態につい
て触れるならば、昨年秋以降中国産生糸の
急速な価格上昇が続いていることに注意を
要する。内外価格差の縮小ということに寄
与する面はあるが、あまりに急激に進行す
ると国内の絹関係者が価格上昇を飲み込む
ことができず、他の繊維への振り替わりと
いう事態が生ずることや安い労働力の他の
国の急速な産地化ということも起こり得る
ことになろう。いずれにしても、中国産生
糸の価格の急上昇は、いかなる意味を持っ
ており、また、我が国の蚕糸業にいかなる
影響を及ぼすのであろうか。

経済変動や絹の世界的動向に対する絶え
間ないフォローの必要性をあらためて痛感
する次第である。

暦　年 生糸生産量（俵）

S60（1985） 159,859

S61（1986） 139,013

S62（1987） 131,073

S63（1988） 114,362

H1（1989） 101,301

H2（1990） 95,347

H3（1991） 92,110

H4（1992） 84,748

H5（1993） 70,899

H6（1994） 65,017

H7（1995） 53,810

H8（1996） 42,976

H9（1997） 31,698

H10（1998） 18,459

H11（1999） 10,829

H12（2000） 9,312

H13（2001） 7,191

H14（2002） 6,521

H15（2003） 4,791

H16（2004） 4,387

H17（2005） 2,508

H18（2006） 1,956

H19（2007） 1,747

H20（2008） 1,588

H21（2009） 1,152

H22（2010） 882

H23（2011） 731

H24（2012） 506

H25（2013） 409

H26（2014） 446

H27（2015） 378

出典：蚕糸業要覧、シルクレポート

表 4　生糸生産量の推移
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トピックス

　

平成 29 年度から（一財）大日本蚕糸会が、
「シルクのまちづくりに積極的に取組む市
町村（シルクのまちづくり市区町村協議会
会員に限る。以下「シルク振興市町村」と
いう。）の知名度を高めるため、純国産絹
マークの告知や純国産絹製品及び国産絹製
品（製造が国内の場合に限る。以下、同じ）
の展示・販売に併せシルク振興市町村の物
産展示・販売等のイベントを開催すること
により、純国産絹製品の認知度の向上とジ
ャパンシルクセンターへの来店者数の増加
を図るものとします。」という趣旨のもと
にジャパンシルクセンター活用事業が開始
されたので、この事業を利用して平成 29
年 12 月 14 日（木）から 17 日（日）まで

の４日間、山梨県富士吉田市と甲斐絹グル
ープとの共催で展示販売イベント「甲斐絹
と山梨ハタオリ産地の “今”」を開催しまし
た。

１）展示・販売の概要
展示・販売内容としては、富士吉田市の

観光資源である「富士山」、「吉田うどん」
の PR 資料の展示、甲斐絹グループの代表
でもある（株）甲斐絹座のストール・ネク
タイ等の純国産絹製品をはじめ、甲斐絹座
構成企業の（株）前田源商店、（有）田辺織物、

（株）槙田商店、山崎織物（株）で作られ
た地域の織物製品を販売しました。

甲斐絹グループ代表

（株）甲斐絹座　代表取締役　前田市郎

甲斐絹と山梨ハタオリ産地の “今”
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今回は、特別に土・日も開館させていた
だきました。店舗は、丸の内仲通りに面し
ているので、人通りは多いのですが、ビジ
ネスパーソン中心の平日（14 〜 15 日）と
買い物、観劇等を楽しむ週末（16 〜 17 日）
では客層が異なるので、展示・販売に当た
っての考慮するべき事項ではないかと思い
ます。

２）広報（集客）について
この事業については、集客は主催者が中

心に行うこととなっていますので、今回初
めてのケースとして、DM 発送配布（300 部）
と同時に SNS 広告（Facebook：掲載期間
19 日）を実施しました。

今回、SNS 広告対象者を千代田区在住の
40 〜 55 歳の女性としましたが、効率的、
効果的な広報手段として今後も利用できる
と思いました。

Facebook の閲覧者数は 2,991 人。「い
いね！」等のアクションを起こした人数は
166 人で Facebook を見て来場された方が
15 〜 20 人でした。

来場者数は平日と比べて、土・日は２倍
あり、イベント等連動させ、土・日を開け
ることによって相対的な集客層を図ること
も必要ではないかと思います。

また、 蚕糸・絹業提携グループ全国連絡
協議会の『絹女子プロジェクト』と同一時
期であったことから、配布広告に掲載して
頂きました。

結論
今回の展示イベントでの広報活動につ

いては、DM やチラシ等での集客よりも
Facebook 等の SNS による集客が効果が有
りました。

もちろん、SNS 広告は、配信する情報や
ターゲットの絞り込みの条件等により結果も
様々になるかとは思いますが、確実に各ター
ゲットの携帯、及びタブレット端末に届くの
で集客効果は十分に期待できると思います。

特にジャパンシルクセンターにおいて
は、イベントのコンテンツを魅力的なもの
に充実させ、SNS でピンポイントに情報を
送ることにより、来ていただける可能性が
上がるのでは無いかと思います。
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トピックス

仕事として着物に関わるようになり十六
年、ほぼ毎日着物の生活になり十三年が経
過しました。

もともと IT 業界でベンチャー企業の立
ち上げに関わっていた私が、この世界に足
を踏み入れるようになったのは、博多織の
織元の 5 代目で学生時代からの友人から誘
われたことがきっかけでした。

現在の仕事は着物を中心とした事業のプ
ロデュースです。大手百貨店様の呉服商品
部門や呉服メーカー様などが主なクライア
ント様です。百貨店様と産地をつなぎ新し
い素材開発や商品開発を行ったり、メーカ
ー様が提供される新商品やサービスを、既
存の流通に頼らず、自ら新しいブランド作
りをすることをお手伝いしています。

現在の仕事は、博多織元で新規事業の経
験がその基盤となっています。同世代の団
塊ジュニア世代をターゲットにした新しい
着物ブランドを立ち上げ、ショップを出店。
当初は福岡県に出店し、三年後に東京・六
本木に出店、定期的に百貨店にも催事出店
しました。その後、二年半前に後進に道を
譲り、十三年勤務した同社を卒業し、現在
に至ります。現在、そのショップは六本木
ヒルズへ移転し、当時の部下たちが新しい

世代のお客様に日々着物の魅力を伝えてい
ます。

高度経済成長期は、作れば売れた時代だ
そうですが、残念ながら私たち世代はその
時代は経験していません。今の時代は、物
だけでなく情報の流通も高度に発達してい
ます。本当に欲しいと思うものに対しては、
消費者が貪欲に探しにくる時代だと言えま
す。見方を変えると、昔よりもチャンスは
大きな時代だと言えるのかも知れません。

前職で私自身が経験したことは、作る側
（製造者）と使う側（消費者）の間に立って、
新しいコミュニケーションを創造してゆく
作業だったと言えます。お客様の声に耳を
傾け、今の時代にあった商品開発をし、そ
の過程も含め、お客様と共有してゆくこと
で、景気に左右されにくい深い信頼関係を
作ることができます。

去る２月９日（金）に東京・有楽町の蚕
糸会館にて、雑誌『美しいキモノ・アカデ
ミー』冬の出張講座が開催されました。「純
国産宝絹の魅力と未来につなぐための次世
代の挑戦」と名付けられたトークショーで
は、若手の二人のゲストをお招きしました。
銀座の呉服店「銀座もとじ」二代目の泉

も と じ

二

木下着物研究所

代表　木下勝
まさひろ

博

新しい市場の創造する原動力
〜伝統工芸の若い担い手たちに期待すること〜



啓太さん（30 代）と、江戸組紐「龍工房」
三代目の福田隆太さん（20 代）です。

お二人からは、現在の日々の活動と共に、
これからの将来の展望について伺いまし
た。泉二さんは、純国産絹のプラチナボー
イの取り組みなどを通じて、養蚕農家さん
や作り手との方々との交流について。そし
て、あとを継ぐ決心をしたお父様との素敵
なエピソードをお話くださいました。また、
福田さんは、メガヒットした映画「君の名
は。」（主人公は組紐をする女子高生）に関
わるエピソードや海外の展示会などの反応
などについてお話くださいました。

 お二人から感じたことは、まずは物作
りや着物や絹を伝えていく強い使命感をお
持ちだということ。次に感じたのは、プラ
イベートでは一般の消費者と変わらないと
てもお洒落な「最近の若者」であることで
す。お洒落やファッションに関しては、仕
事を離れて一

いち

エンドユーザーでもあるわけ
です。

会場には平日にも関わらず、多くの着物
姿の女性が来場してくださいました。今回
は若い世代のお二人をこれから応援して頂

くための、ファンの決起集会のようなイベ
ントになりました。“伝えるべき、残すべき”
だからではなく、“伝えたい、残したい” と
いう想いを共感して頂けるイベントになっ
たように思います。

これから伝統工芸を担う若い担い手の
方々には、ぜひ意識して頂きたいことがあり
ます。まずは、先輩方から多くの専門的な知
識や経験を学び継承していって頂きたいとい
うこと。次に自らが一人の消費者として、そ
の感性や感度を高めていって頂きたいという
ことです。作り手や商品を提供する側として
の役割であると同時に、お客様とその想いを
本音で共有できる存在であることがとても大
切な時代になってゆきます。

想いを発信し共有されてゆくことが、こ
れからの新しい市場を創造してゆくことに
他なりません。時代の変化は早まるばかり、
使われるツールや手段はどんどん変わって
ゆくことでしょう。しかし、その根底にあ
る想いが本物であれば、新しい市場をお客
様と共に創造してゆくことができるのです。

シルクレポート  2018.4 15

アカデミー会場 ジャパンシルクセンターにて
（左より福田氏、木下氏、泉二氏）
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蚕糸・絹業史のひとコマ

カイコは各地で「お蚕
かいこ

様
さま

」「お蚕
かいこ

さん」「お
蚕
かいこ

」「おこさま」「おこさん」「おこ」など
敬語をつけて呼ばれてきた。

全国各地のカイコの呼び方を調べてみる
と、敬語を使ったカイコの呼称ばかりではな
い。その数は非常に多いことに驚かされる。

旅先で地元の高齢者から、その地のカイ
コの呼び方を教えてもらったこともある。
その呼び方は、その地域の人でなければ、
カイコとは分からない方言も非常に多い。
つまり特定の地域や地帯のみで使用されて
きた用語で、その地域の人でなければ理解
できないカイコを意味する言葉がたくさん
ある。それではこの一例を次に紹介しよう。

青森県旧五戸郡では「オヒメサマ」
青森県、秋田県、岩手県では「トドコ」
秋田県鹿

か づ の

角郡では「トトコサマ」、秋田
県雄

お が ち

勝郡、岩手県気
け せ ん

仙郡では「トトッコ」
秋田県旧平鹿郡では「ヒル」（蚕の幼虫
の呼び方）
岩手県気仙郡では「トドッコ」「トドッ
コサマ」
岩手県下

し も へ い

閉伊郡では「トードコ」
岩手県岩手郡では「ドドコ」
山形県旧西田川郡・庄内、新潟県岩船郡
では 「シロサマ」
山形県庄内では「シロハン」
山形県西置賜郡では「ヒメ」

福島県南会津郡では「ノンノー」
福島県会津地方では「アトト」
埼玉県秩父地方や山梨県北

き た つ る

都留郡では
「オシラ」
東京都大島、千葉県房総、静岡県では

「ヒメッコ」
東京都八丈島では「コナ」
東京都三宅島・御蔵島・八丈島では

「コナサマ」
神奈川県では「ヒメゴ」
山梨県や埼玉県秩父地方、神奈川県旧津
久井郡では「オシラサマ」
山梨県や静岡県東部では「オシラサン」
山梨県南

み な み こ ま

巨摩郡では「オボコサマ」「オ
ボコ」
山梨県甲府市近在、新潟県では「ボコ」
山梨県では「オボコサン」
長野県上田市地域では「オムシ」
長野県では「ヒメコサマ」「ボボーサマ」
長野県東

ひがしちくま

筑摩郡では「ボボ」
長野県旧更

さらしな

級郡、下
し も み の ち

水内郡では「ボボー」
長野県下伊那郡では「メンメ」「メンメ
サマ」
長野県北安曇郡や新潟県刈

か り わ

羽郡、
旧西

に し く び き

頸城郡は「ボボサマ」
新潟県では「ボコ」「ボコサマ」「ヒメッコ」
新潟県佐渡、同県刈

か り わ

羽郡では「ボコサン」
新潟県旧西頸城郡では「ボボサン」

その５　各地の蚕の呼び方

シルク博物館

元部長　小泉勝夫
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静岡県旧富士郡では「オボコ」
静岡県田

た が た

方郡では「オヒメサン」
静岡県旧庵原郡では「オンボク」 「オンボ
コサン」 「オンボクサン」 「オンバクサン」
静岡県旧小笠郡では「コモデサマ」
静岡県旧阿部郡では「ボコンサン」
富山県では「オシナモンサマ」「コゴジョ」
 「コゴジョサマ」「コンギャハン」
富山市近在では「オジョロサマ」
富山県砺

と な み

波市では「コーガイサマ」
富山県砺波市、石川県河

か ほ く

北郡、
岐阜県飛騨市は「コガイサマ」
富山県、京都府旧中郡では「コゴゼ」
富山県下

しもにいかわ

新川郡では「コモジョ」
岐阜県飛騨市・旧郡

ぐじょう

上郡では「コガイ」
三重県伊賀市では「ジョロー」
滋賀県では「イチトイ」
京都府では「コボセ」
京都府与

よ さ

謝郡では「コモゼ」
奈良県南大和では「ヒメガイコ」
鳥取県岩美郡の子供たちは「ボーシ」
島根県旧大原郡、静岡県榛

はいばら

原郡では
 「ヒメコサン」
島根県石見では「ヨメジョー」「ヨメジ
ョーサー」
香川県では「コバエ」
長崎県壱岐島では「ケーゴジョー」
長崎県旧南高来郡、熊本県天草郡・同県
球
く ま

磨郡では「キャーゴジョ」
熊本県天草郡では「キャゴジョ」
大分県では「クワゴ」
熊本県八

やつしろ

代郡、群馬県多野郡、愛知県知
多郡では「ムシ」
宮崎県、鹿児島県では「ケゴジョ」
鹿児島県姶

あ い ら

良郡・旧揖
いぶすき

宿郡では「ケコゾ」

 「ケゴゾ」
鹿児島県鹿児島郡では「ケコゾサン」
鹿児島県では「ケコジョ」「ケゴジョー」
鹿児島県喜界島では「ムシガー」「ムス
ワー」
鹿児島県種子島では「カーゴ」「カーゴ
ジョー」
鹿児島県徳之島では「ムシグァ」
鹿児島県沖江良島では「ムシグァー」
鹿児島県奄美大島では「ムシッグァ」
沖縄県首里では「イトゥムシ」
沖縄県八重山では「マンムシ」

このように「カイコ」の呼び方だけでも、
都府県の各地域によって異なっており、そ
の数は非常に多い。これもすべての都府県
の各地域を調べきっているのではないので、
更にこの数は増加するものと思われる。読
者の故郷の言葉もこの中にあっただろうか。

これらの言葉の語源は、ほとんどが不明
であるが、中には養蚕信仰から派生したと
思われる用語などもみられる。

蚕糸用語には、ここに掲げた「カイコ」
ばかりでなく、蚕具をはじめ飼育取り扱い
等に至る地域用語がたくさんある。しかし
紙面の関係からこれ以上の用語は省略した。

カイコ 5齢幼虫
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太平洋戦争後の経済は、深刻な不況状
態が続いていた。ところが朝鮮戦争（昭和
25 年 6 月～昭和 26 年 7 月）が勃発すると、
占領下に置かれていたわが国は、国連軍の
補給基地となり、同軍による膨大な特殊需
要（特需）が起こった。国連軍からの大量
の軍事物資や織物の注文を受け、国際的な
軍事景気も伴って輸出も増加し、繊維・金
属を中心に特需景気となった。国内は「金
へん景気」「糸へん景気」に沸き、産業は
この特需によって活況を呈し、戦後の厳し
い経済不況から漸く脱出することができる
ようになった。「ガチャマン」（織り機でガ
チャンと一織りすれば 1 万円になるという
意味）という言葉が生まれた時期でもあっ
た。

織物業界は、その後も神武景気（昭和
29 年 12 月～昭和 32 年６月）、岩戸景気

（昭和 33 年７月～昭和 36 年 12 月）、いざ
なぎ景気（昭和 40 年 11 月～昭和 45 年７
月）などに支えられた面もあったが、経済
不況等にも度々見舞われながら運営してき
た。業界はこうした経済状況の中で、昭和
50 年代前半まで内需や輸出に支えられて
きた。

国内の絹織物業界は戦後も和装が中心に
なって動いていた。特に昭和 40 年代のシ
ルクブームによって内需が高められた。

戦後の絹業は絹織物の輸出によって再開

されたが、絹織物の輸出が減少しはじめた
時期に絹のきものブームが起こった。

ところがこのブームが去ると、きもの離
れが激しくなり、和装業界の運営は厳しい

その６　戦後から平成時代の絹織物業

年　次 絹織物 絹紡織物

昭和 30 154,124（100） 20,479（100）

〃　35 209,310（136） 10,783 （53）

〃　40 167,651（109） 7,921 （39）

〃　45 192,362（125） 8,450 （41）

〃　50 159,772（104） 8,700 （42）

〃　55 145,284 （94） 6,605 （32）

〃　60 108,314 （70） 6,050 （30）

平成  2 79,346 （51） 4,318 （21）

〃　  7 54,508 （35） 5,069 （25）

〃　  9 52,031 （34） 3,350 （16）

〃 　14 26,824 （17） 1.054 （5）

〃　 17 19,816 （13） 579 （3）

〃 　22 11,612  （7）

〃 　25 10,062  （6）

第 1 表　
       絹織物及び絹紡織物生産量

（単位：1,000 ㎡、カッコ内は昭和 30 年を 100 とした指数）

出典：昭和 30 ～平成 7 年は「蚕糸業要覧　1998」、
　　　平成 14 ～ 17 年は「シルクレポート」2008 年
　　　7 月号№ 1、平成 22 年以降は「シルクレポート」

2014 年 9 月号№ 38 から抜粋。
　注：カッコ内の指数は筆者が算出。平成 22 年以降の指

数は昭和 30 年の絹織物と絹紡織物の合計から算出。



状態に置かれるようになった。特に昭和末
期になると、海外から安い絹製品が大量に
輸入されるようになり、更にこの時期に起
こったバブル経済の波にさらされ、織物業
界の経営は圧迫されだし、だんだんに転業
や廃業に追い込まれていくようになった。
特に平成初期には大きな織物関係業者が倒
産する事態となった。

昭和 60 年代から平成時代に入ると、第
１表にみられるように急激に右肩下がりの
生産量となり、平成 20 年代には 1955（昭
和 30）年の 10％にも満たない生産量にな
ってしまった。

第２表には主要織物地帯である丹後、長
浜の平成 14 ～ 20 年までの白生地生産量

と西陣の帯推定出荷数量を示した。
この表から分かるように、わずか７年近

くの間に、主要産地の絹織物の生産量は大
きく落ち込んでしまった。

平成 21 年からは主要産地の絹織物の生
産量調査対象が変更になったため、第３表
には、これ以後の生産量を示した。この表
からも分かるように生産量は大きく減少し
てしまっている。

織物業界は非常に厳しい冷風にさらさ
れているが、業界あげて現在一生懸命に取
り組んでいる新しい諸事業を大きく開花さ
せ、伝統ある日本の絹文化を守り続けたい
ものである。
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年　次
絹織物

生産数量
（単位：千㎡）

丹　後
（白生地）

生産数量
（単位：反）

長　浜
（白生地）

生産数量
（単位：反）

西　陣（帯）
推定出荷

数量
（単位：本）

平成 14
26,715 
(100)

1,179,219
(100)

229,272
(100)

998,239
(100)

〃　16
21,859

(82)
1,119,897

 (95)
189,426

(83)
780,082

(78)

〃　18
18,153

(68)
912,027

(77)
132,448

(58)
598,040

(60)

〃　20
14,041

(53)
656,919

(56)
88,401

(39)
867,490

(87)

第 2 表　
主要絹織物産地の平成 14 ～ 20 年までの絹織生産量

出典：平成 14 ～ 18 年は「シルクレポート」2008 年 7 月
号№ 1、  平成 20 年は「シルクレポート」2017 年 4
月号№ 53 から抜粋

　注：カッコ内の指数は筆者が算出

年　次
絹織物

生産数量
（単位：千㎡）

丹　後
（白生地）

生産数量
（単位：反）

長　浜
（白生地）

生産数量
（単位：反）

西　陣（帯）
推定出荷

数量
（単位：本）

平成 21
9,955
(100)

503,365
(100)

73,681
(100)

746,538
(100)

〃　22
3,611
(36)

515,721
 (102)

84,023
(114)

859,244
(115)

〃　24
2,912
(29)

451,503
(90)

62,910
(85)

645,679
(86)

〃　26
2,734
(27)

400,192
(80)

53,174
(72)

600,917
(80)

〃　28
2,243
(23)

310,271
(62)

38,063
(52)

488,144
(65)

第 3 表　
主要絹織物産地の平成 21 年以後の絹織物生産量

出典：「シルクレポート」2017 年 4 月号№ 53
　注：カッコ内の指数は筆者が算出。平成 21 年から調査

対象が変更されたので第 2 表とは切り離して第 3
表に示した。
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タイの養蚕
昨年（2017）、タイの東部のＵ県の養蚕

農家を訪れる機会があった。そこでは江戸
時代の日本の農家のように、自分の家で採
卵、孵化、飼育して繭を得、そして自分の
家で繰糸、染色、機織りと蚕糸に関するこ
とを一貫して行っていた。タイらしく高床
式住居の床下のスペースで作業を行ってい
た（図 1、2）。

飼育場には寄生蠅除けに網が張られてお
り、飼育は竹の棚を組み、ザルで飼育して
いた。棚の足元には蟻除けのお皿が敷いて
あった。鼠害があるというので猫の飼育を
勧めたが、皆さん猫は嫌いで犬が好きとか。
多くの家で犬を放し飼いしていたが、猫は
ほとんど見かけず。

各農家で蚕を持っており、昔からずーっ
とそれを使っているとのこと。農家に尋ね
ても「お爺さん、お婆さんのその前から家
で飼っているのでいつから飼っているのか
分からない」とのこと。タイに中国から養
蚕が伝わったのは 2 世紀位というから 2 千
年近く前から各農家で飼い続けてきたのだ
ろう。蚕に名前はありますか？と尋ねたと
ころ「蛇の卵。繭の形が蛇の卵に似ている
からでしょう」とのこと。熱帯の蚕の繭は
どちらかというと両端が尖っている。日本
の蚕や中国の蚕の繭に比べて細長い。筆者
は蚕の卵が専門で、蛇の卵はろくに見たこ
とがない。タイの蛇の卵は細長いのだろう
か？タイやインドの地域蚕品種はだいたい
黄色の繭を作る。図 3 は「蛇の卵」の繭で、

蚕の発育と温度

東京農工大学農学部蚕学研究室

准教授　横山　岳

図 1　繰糸作業風景 2 人一組で作業。 
糸枠は使わず、籠に繰った糸を貯める。 

図 2　高床式住居の下での蚕飼育場
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黄色く細長い。典型的な熱帯の蚕の繭であ
る。

日本の地域品種は卵で越冬し、かつては
年に 1 回か 2 回しか孵化してこなかった。
年に何回世代があるかその性質を化性とい
う。年に１世代のものを 1 化性、2 世代の
ものを 2 化性という。日本の地域品種は 1
化性か 2 化性である（もっとも大正期以降、
人工的に何度も孵化させることができるよ
うになっている）。これに対してタイの地
域品種は冬が無いので卵は休眠せず、産卵
されてから 10 日程で孵化してくる。この
ように年に何度も世代を繰り返すので多化
性品種と呼ばれる。中国からタイに蚕が伝
わった頃は日本や中国の蚕のように卵で休
眠していた筈だが、タイに伝わった蚕はい
つしか冬の無いタイの環境に適応して休眠
しない蚕になった。残念ながら記録が無い
ので何年（百年？千年？）前から多化性に
なったのか分からない。訪れた農家では年
に 7 回孵化してくるので 7 回養蚕している
そうである。

だいたいどの農家もお母さんが蚕の世話
をして、お父さんが米作りをしている。米
作は違作があるので収入が安定しないそう
だ。蚕の方が現金が手に入り、儲かるらし
い。「では、お父さんよりお母さんの方が
お金持ちだね。」とお母さん達に言うと「そ
うよ、私のお金は私のお金。お父さんのお
金も私のお金」と笑っていた。お母さん達
は元気であった。訪ねた時期（雨季の終わ
り）は米作の作業が少ない時期なのかお父
さん達は暇そうで、お父さん達がゴロゴロ
昼寝している中、お母さん達は機織りして
いた。年に 7 回も蚕を飼っていたら、お母
さん達に暇な時期は無い。

訪れた時期は丁度蚕の飼育が終わってい
た。残念ながら実際の飼い方を見ることが
できなかったが、飼育室を見せてもらった
り、飼い方を尋ねたりした。飼い方は蚕が
孵化したら、飼う。蚕が繭を作ったら糸を
繰る。蚕の都合にお任せであった。一寸、
びっくりしたのはタイでは雨季と乾季があ
るが、どちらも飼い方が同じとのこと。日
本の養蚕農家は春蚕と夏秋蚕では飼う品種
を変えているし、飼い方も温度（飼育環境）
に気を付けて飼っている。訪れたところで
は、乾季は桑葉が足りないので飼う量を減
らしている位であった。お母さん達の飼っ
ている「蛇の卵」品種は気の遠くなるよう
な長い期間かかって雨季でも乾季でも育つ
蚕に選抜されたのだろう。だから、雨季で
も乾季でも、温度が高くても、湿度が高く
ても、どの時期でも育つ。ただし、繭は大
きくない。

図 3　タイの地域蚕品種「蛇の卵」 の繭



シルクレポート  2018.422

タイでは地域の農家の生活を向上させる
べく、国、県が養蚕の普及を始めている。
インドで成功した多化性と 2 化性の交雑種
の卵を農家に配布して繭生産量を増やそう
としている。ところがなかなか上手くいか
ないとか。交雑種の繭はお母さん達の飼っ
ている「蛇の卵」の繭よりも歴然と大きい。
しかし、上手く農家では飼えていないよう
だ。交雑種では幼虫の経過も伸びるし、食
べる量も多くなるが、お母さん達はそれま
で蚕にお任せの飼い方を変えていないので
生産量が安定しない。これまで雨季も乾季
も同じ飼い方で養蚕していたので、変える
のは難しいだろう。先ずはお母さん達が計
画的に飼育していることを自覚していかな
いと難しいだろうと思った。それには飼育
の記録をコマメに記録していくのが良いと
思う。

蚕と温度
四季のある日本の養蚕農家では季節、気

温に敏感である。次表は農家で飼育されて
いる蚕の飼育温度と発育の目安である。飼
育室には必ず温度計が置いてあり、飼育を
開始すると飼育室のカレンダーに飼育記録
をつけていく（図 4）。何月何日●℃、眠、
何月何日〇℃ 4 齢桑付け、等々。変な話、
温度を記録しても発育記録をメモしてもそ
の蚕が大きくなることはない。ただ、温度
が高かったり、低かった時に次の眠や上蔟
時期の見当がつく。また、以降の飼育の参
考になる。

シルクレポート No.43 にも書いたことだ

が、蚕の発育と気温（飼育温度）は強い関
係がある。蚕は変温動物なので温度が低け
ればゆっくり発育するし、温度が高ければ
早く発育する。蚕幼虫は 10℃より寒いと
発育しない。10℃が発育ゼロ点である。そ
れより温度が高ければ動くことができ、発
育する。気温から 10 を引いた分が「蚕に
とっての温度」である。（気温―10℃）で
どれ位蚕が過ごしているかでどれ位育つか
が決まる。

例えば、気温 15℃は蚕にとっては「5℃」、
気温 20℃は「10℃」、気温 25℃は「15℃」
となる。
・気温 15℃（蚕にとっては「5℃」）で 6

日発育にかかるなら、（5℃× 6 日）。

図 4　温度計
左：明治期の温度計  華氏（°F）表示になっている。
右：昭和期の大きな温度計　
　　残念ながら倒して本体を割ってしまった。

表　蚕の飼育温湿度の目安
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・気温 20℃（蚕にとっては「10℃」）では
2 倍あるので、1/2 の 3 日かかる（10℃×
3 日）。

・気温 25℃（蚕にとっては「15℃」）では
3 倍あるので、１/3 の 2 日かかる（15℃×
2 日）。
それぞれ（5℃× 6 日）＝（10℃× 3 日）＝

（15℃× 2 日）＝ 30℃・日と同じになる。
このように気温が高ければ蚕の発育は早く
なるし、気温が低くなれば発育は遅くなる。
これは養蚕農家なら充分実感されている筈
である（図 5）。

稚蚕の時は若干温湿度を高め、発育が進
むに従って温度を下げていく。表の温湿度
を目安に日本の農家は飼育していく。この
細やかさは今に始まったことではない。昔
から温度が発育に影響することを養蚕農家
は充分実感しており、温度を指標にすべき
と思った江戸時代の篤農家がいる。福島県
梁
やながわ

川の蚕種業者中村善右衛門は、独力で温
度計の作り方を学び、温度計を自作しただ
けでなく、嘉永 2 年（1849）から作った温
度計を「蚕

さんとうけい

当計」として売ったそうである。

最近の温湿度計
湿度は計るのは意外に難しい。空気中の

水蒸気（湿り気）の割合である。昔からよ
く見る湿度計は隣に温度計が付いており、
湿度計と温度計の差によって湿度を知るよ
うになっている（図 6）。湿度計の玉の部
分が濡れたガーゼで覆われるようになって
おり、乾燥していると濡れた部分の水が気
化して、温度が下がる。カラカラの状態で
は水の気化する量が多く、冷える。逆に湿
気た状態では水が気化する量が少なく、あ
まり冷えない。気温からどれ位冷えている
かで空気の乾燥か湿潤が分かる。隣の温度
計の目盛と湿度計の差をみれば湿度が分か
るようになっている。筆者も学生のころか
らこのような温湿度計を使っていたが、だ
いたい湿度計に水を補充するのを忘れてガ
ーゼをガチガチにしてしまい、挙句の果て
に水入れの容器を壊してしまって温湿度計
なのに単なる 2 本の温度計にしてしまうこ
とが多々。

図 5　温度と発育経過の関係

図 6　温湿度計　矢印が水を入れる容器
温度計と湿度計の差から湿度が分かるように

表がついている。
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最近はデジタル温湿度計を使っている。
ホームセンターや通販で千円前後で手に入
る。デジタルなので水を足すこともなく、
またガラスを割ることもなく便利である。
さらに最高温度、最低温度も記録してくれ
るものもある（図 7 左）。

研究室では温湿度を計るだけでなく、継
時的に記録してくれるものも使っている（図
7 右）。これは 1 万円以上するが、パソコン
にデータを取り込むことができて、一日の
温度と湿度の変動をグラフにしてみること
ができる。図 8 は、昨年（2017）の春先の
農工大（府中市）でデジタル温湿度計で記
録したものをグラフにしたものである。記
録を見てもやはり春先は寒い日が多い。一
時間おきに記録するように設定したものだ
が、もっと細かく分単位でも記録できる。

気象庁の HP (http://www.jma.go.jp/jma/）
には気温、湿度も載っている。現在のもの
だけでなく、過去のデータもあり、各都道
府県に何か所も測定所がある。ありがたい
ことに筆者のいる府中にも観測所があり、
それも近くにあるので気象状況を調べる時
に重宝している。

図 8 を見てみると 3 月 26 日に湿度（点
線）が上っているので雨が降った事が分か
る。また、温度（実線）が上がると湿度は
下がる傾向がある。

温度は水が氷る時の温度を０℃、水が沸
騰する温度を 100℃としてその間を 100
等分したものなので割と分かりやすいが、
湿度は一寸難しい。湿り気（水蒸気）が最
大な時が湿度 100％である。ところが温
度が高い時は湿り気を多く含む事ができる

図 7　デジタル式の温湿度計

図 8　2017 年春の蚕室屋外の温湿度（点線：湿度、実線：温度）



し、低い時は少なくなる。
25℃の時、湿り気が最大で 10 で湿度

100％とすると、15℃の時は湿り気の最
大は 25℃の半分の 5 で湿度 100％とな
る。温度が下がると空気中に含む事ができ
る量が減ってしまう。例えば図 9 のよう
に 25℃の時、湿度 80％というと湿り気は
８あることになる。この空気（部屋）が
15℃まで下がると、15℃では湿り気が 5
までしか含めないので、残りの 3 つの湿り
気は空気中に漂えず、水滴になる。これが
結露である。湿り気が 8 から 5 に減少した
のに湿度が 100％になるのは不思議な感じ
ではある。さらに 15℃から 25℃に温度を
上げると湿り気の量は 5 で変わらないが、
25℃では湿り気 10 で 100％なので、その
半分の湿り気なので湿度 50％になる。蚕
室の中を一定の温度にしていても外気温が
上下するたびに湿度が変動するので、完全
に密閉された蚕室でないと湿度を一定にす
るのは大変難しい。湿度によって蚕の発育
は大きく影響されないが、湿度が低いと折
角与えた桑が萎れやすいし、湿度が高すぎ
ると蚕座が蒸れてカビや雑菌が繁殖しやす

くなる。コマメに湿度計をチェックして対
応していく他ない。

さて、シルク豆辞典の連載もこの号が最
後となりました。約 4 年 20 題を読んでい
ただき、ありがとうございました。最初の
頃は 2 ヶ月ごとに書いていくのが大変で
したが、そのうち意外に楽しく書いていく
ことができました。次はこれを書こう、来
年の春はあれを書こうとこの連載のことが
日々頭にありました。一応、蚕を専門にし
ているので蚕の事ばかり考えております。
しかし、学生でも専門家でない方々に伝え
ることを考えていなかったものですから、
この連載は大変ためになりました。読んで
いただいた方々に少しでも楽しく蚕のこと
が伝わったならば幸いです。

■問い合わせ先：
　東京農工大学農学部生物生産学科蚕学研究室
　〒 183-8509
　東京都府中市幸町 3-5-8
　TEL：042-367-5681
　E-mail：ty.kaiko@cc.tuat.ac.jp
　HP：http://www.tuat.ac.jp/~kaiko
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図 9　25℃ 80％の部屋を 15℃、25℃にした場合の湿度の変化

：湿り気（水蒸気） ：水滴（結露）
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はじめに
一口で桑の栽培と言っても、その内容は

極めて広範囲で多岐にわたる項目が関係し
ています。一方、桑栽培の最終目標はカイ
コをはじめとする昆虫や家畜の飼料となる
桑を「必要な時により多く、しかも良質な
桑を安定して持続的に生産する」と言うこ
とにあります。また、桑の栽培には品種の
特性を最大限に発揮できる環境を整えるこ
とと同時に、桑園の肥培管理や収穫作業な
どを省力的に、かつ低コストで行う技術も
伴うことが重要です。

１．桑栽培の流れ
桑の栽培に関する項目として、第１図に

示すとおり、桑園を造成することからはじ
まり、桑の植付けには多くの事項が関係し、
その後は仕立て・収穫方法が関与してきま
す。また、桑園管理の中には施肥、病害虫
防除、雑草防除など持続的な桑葉生産をす
るための重要な事項が関係しています。（第
１図）。

そして、それぞれの項目に対して付随す
る要素がたくさんありますが、出来るだけ
良い方向へ進めることが重要になってきま

す。また、それぞれの地域や立地条件に合
った方法を取り入れながら、桑の生産性を
高めて行くことが桑栽培の根幹です。

 ちなみに、これから桑を植付けてみよ
うとか、既存の桑園を改

かいしょく

植 （新しく桑を植
え直すこと）しようという方には、造成か
ら植付けという項目が関係することになり
ますが、造成に関する要点については既刊
の「シルクレポート No.50」に掲載しまし
たので参考にして頂ければと思います。

次に、桑の植付けに関しては、一度桑を
植付けるとその後 20 年～ 30 年位は桑葉
の生産が可能なことから、植付けに関わる
いろいろな要素を十分に検討して実施する
必要があります。

植付けた後は、冒頭に述べたような最終
目標に向けて樹勢の維持・管理を行うこと
になりますが、そのためには、桑の仕

し た

立て
と収穫方法をどのようにするのかが重要に
なってきます。すなわち、どのような方法
で収穫するかや、桑園管理をどのような方
法で実施するかによって株の高さなど仕立
て形式が異なって来るからです。

収穫法は春、夏、秋などのカイコの飼育
時期に、何頭位のカイコを飼育するかによ

　　　　　一般財団法人大日本蚕糸会
　　　　　　蚕業技術研究所

　　　　　嘱託研究員　市橋隆壽

桑栽培のポイントと年間の桑園管理作業の流れ



って春
は る ぎ

切り（春の発芽する前に枝の基部か
ら切ること）と夏

な つ ぎ

切り（春蚕期の収穫時や
その直後に枝の基部から切ること）処理す
る桑園面積の割合が異なることから、収穫
体系が重要になってきます。

また、春から秋の間に枝葉を収奪すると
いう過酷な条件に置かれる桑にとっての収
穫方法は、重要なポイントとなります。特
に、晩秋蚕期の収穫を枝のどの位置で伐採
するかは、翌年の春蚕期の収穫量に大きく
影響することから重要なポイントとなりま
す。

桑園管理は、桑栽培の目標に掲げた桑葉
生産を行う上で最も重要な項目で、施肥、
病害虫防除、雑草防除などは適期に作業を
することが重要となります。しかし、これ
らの管理作業は蚕飼育時期と重なるため、

ややもすると遅れ気味になり、雑草の繁茂
や病虫害の発生を招くことになりますので
注意が必要です。

参考までに、主な桑の病気や害虫の防
除については、既刊の「シルクレポート
No.54 及び 55」に掲載しましたので参考
にして頂ければと思います。

２．年間の旬別作業内容
桑を植付けて ､ 仕立て形式や収穫法が決

まれば、その後は特段の事がない限り第２
図に示すような年間の作業内容を毎年繰り
返すことになります。

ここでは年間３回の蚕飼育を実施する場
合の作業内容を示します（第２図）。

まず、カイコを飼う時期に合わせての桑
収穫作業は当然ですが、施肥の時期、病害
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自然条件の有効利用
植付けの種類 桑品種
桑苗通常植え 機械収穫 光（日照、気温）
桑苗横伏せ植え 歩行型・乗用型 地域特性
桑枝横伏せ植え 結束型・無結束型 水（雨水・地下水）
古条直挿し植え 栽培特性
種茎直播植え 収穫桑の搬出方法 その他

造 成 植え付け 仕 立 て ・ 収 穫 桑 葉 生 産 桑園管理

（良質・多収・安定）
造成方法 品種の選定 施肥

増殖技術 仕立て形式 収 穫 法
土壌改良 (桑苗生産) 施肥量・種類 病害虫防除

茶樹様仕立て
病原検索 栽植距離(密度) 株の高さ 収穫時期 雑草防除
(紋羽病) 増殖法 普通植え 根刈り

多植植え 高根刈り 収穫の方法 災害防除
接ぎ木法 密植植え 中刈り 凍霜害

袋接ぎ 寄せ植え 高刈り 収穫体系 干害
芽接ぎ 夏切り法(春秋兼用) 風水害
切り接ぎ 植付け時期 株直しの方法 春切り法(夏秋専用)

品種の選定 挿し木法 春植え 拳式・ 無拳式 交互法 作業体系
古条挿し木 秋植え 単幹・多幹 ローラー収穫法
新梢挿し木 植付け方法 土壌診断

取り木法 溝植え 土壌改良
環状剥皮法 壺植え
組織培養法 畦方向：南北

第 1 図 桑 栽 培 に 関 す る 流 れ第１図　　桑 栽 培 に 関 す る 流 れ
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虫対策、そして雑草防除などは適期に作業
を実施することが重要です。また、秋冬期
には、桑葉の良質・多収を図るための有機
資材の施用による地力増進や病害虫防除及
び生産性向上のための故

こしょうかぶ

障株（枯れ株や病
株のこと）の整理も重要な作業となること
から実施することを勧めます。

以上のように、桑の栽培には多くの事柄
が関与しておりますが、より的確な対応で、
桑栽培の目標に向かって推進されることを
願っています。

また、桑の栽培に関する問い合わせは下
記で対応します。

■問い合わせ先：
　一般財団法人大日本蚕糸会　
　蚕業技術研究所 栽桑チーム
　〒 300-0324
　茨城県稲敷郡阿見町飯倉 1053
　TEL: 029-889-1771   FAX: 029-889-2356
　E-mail：matsukawa@silk.or.jp
　E-mail：ichihashi@silk.or.jp
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消 毒 の 作 法
― その１ 春蚕期が始まる前に施設と蚕具を消毒しよう ―

はじめに
蚕病防除に携わる仕事に就いてから 19

年目を迎えました。この間、仕事を通して、
ウイルス病が発生しやすい養蚕農家で繭の
作柄を診てきましたが、大抵の場合、春の
作柄が良くないと、その年の作柄は全般
的に不調で終わることがほとんどです。長
年、養蚕を続けてこられた農家の皆さんや、
製糸に携わる方々も、長年の経験からこの
ように感じている方がいらっしゃると思い
ます。年間を通して作柄が不安定な農家の
方々に、「春蚕期の開始前に消毒を行って
いますか？」と尋ねると、「しっかりやっ
ている」と答えてくれます。しかし、よく
よく尋ねると、消毒すべき場所を消毒して
いなかったり、消毒剤の散布量が少なかっ
たりするなど、消毒の基本を忘れて慢性的
な不作に陥っている方がいます。しかし、
基本を押さえてしっかり消毒を行えば、そ
の努力にカイコが応えてくれて、良い繭が
沢山とれるようになります。

消毒は、養蚕における重要な作業の一つ
ですが、その重要性が意外に軽視されやす

いと感じることがあります。そこで、本題
のタイトルを「消毒の作法」として、消毒
に対する意識向上を狙うことにしました。
養蚕は「消毒に始まり、消毒に終わる」。昔、
誰かがすでに発言しているかもしれません
が、養蚕における私の持論の一つです。今
回、第 1 回目となる「消毒の作法」は、「消
毒に始まる」部分、すなわち春蚕期が始ま
る前の消毒作業について、取り組み方をお
話しします。

蚕病防除の基本は「感染予防」
私たち人類は免疫系が発達しているた

め、病原体に由来する病気のうちワクチン
が利用できる病気については、予防接種で
病気の重症化を防ぎ、治癒を期待すること
ができます。しかし、カイコの場合は、病
原体由来の病気に罹患してしまうと、大抵
の場合は発病して死んでしまいます。カイ
コに病原体が感染しても発病しなければ良
いので、養蚕現場ではカイコの強健性を保
つこと（例えば起蚕の絶食時間を長くしな
いように注意するとか、極度の低温に置か
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ない等）が重視されますが、これでカイコ
の病気を全て防げるわけではありません。
蚕病防除の基本は、病原体がカイコに感染
することを未然に防ぐことであり、この感
染を予防するための作業が「消毒」「洗浄」

「乾燥」です。私はこれに「隔離」を加え
て 4 つの作業を提唱しています。畜産業や
食品製造業、医療分野のように衛生管理の
徹底が必要なところでは、これらの作業が
実践レベルで高度に理論化されているので
すが、養蚕の分野、特に繭を生産している
農家の現場では、多回育による繭の量産が
優先されており、飼育環境の防疫管理に必
要な取り組みが「後付け」になっている場
合が多くみられます。本来であれば、防疫
管理の在り方が先にあり、そこから繭の生
産に必要な飼育環境や作業手順、年間配蚕
体系を整えていくべきなのですが、そのよ
うになっていないことが養蚕現場における
蚕病防除を困難にしています。そのため、
既存の養蚕現場に「消毒」「洗浄」「乾燥」
および「隔離」の作業をうまく取り入れて、
感染の予防を徹底することが必要です。

春から始める蚕病防除、
ターゲットは核多角体病ウイルス

稚蚕人工飼料育が普及した現在でも、常
に警戒が必要な蚕病があります。それは内
部汚染繭の原因となる核多角体病（膿病）
です。最近の養蚕現場で発生する蚕病問題
のほとんどがこのウイルス病によるもので
す。消毒が不十分な飼育環境下では、この
病気によって常習違作がよく発生します。

この原因ウイルスは、“多角体” とよばれる
タンパク質の結晶によってウイルス粒子が
保護されているため、このウイルスを不活
化することができる適切な消毒手段を選択
しなければ、養蚕現場において十分な消毒
効果を得ることができません。この核多角
体病が春蚕期から発生していると、年間を
通して内部汚染繭が多発するため、春蚕期
の開始前に、このウイルスを標的とした消
毒作業を徹底することが大切です。

消毒に必要な資器材と水の確保の重要性
これまで、養蚕農家の研修会や情報誌の

場で、養蚕における消毒作業の重要性と消
毒剤の効果的な使い方を紹介してきました
が、違作を繰り返す養蚕現場を訪れると、
消毒作業に必要な資材や器具が揃っていな
いため、不十分な消毒作業によって再び違
作を繰り返すことがあります。年間を通し
て良い繭を生産するためには、消毒作業に
必要な資材と器具を揃えることが必要で
す。そして消毒作業において何よりも重要
なものは「水」です。以前遭遇した養蚕農
家では、雨水を貯めて消毒液を作る方がい
て、その年は雨が少なくて消毒液を十分散
布できなかった事例もあります。これは極
端な例ですが、養蚕では消毒と洗浄作業に
大量の水を使用するため、これから養蚕を
始める方は、水の確保についても十分留意
してほしいと思います。

ホルマリンを使わない消毒液の作り方
養蚕の分野では、これまでホルマリンに



依存した消毒が行われてきましたが、平成
20 年３月１日から施行された特定化学物質
障害予防規則等の改正によって、ホルマリ
ン（ホルムアルデヒド）の取り扱いが大変
厳しくなりました。詳細は厚生労働省の公
表資料に譲りますが、この規則の改正によ
って、糸繭生産を行う従来型の養蚕現場に
対して、ホルマリンを使用する消毒の助言
が難しい状況となっています。このため、
これまで当たり前に行われてきた “ホルマ
リン依存型” の養蚕体系を早急に見直して、
“ホルマリン非依存型” の養蚕体系に切り替
える必要があります。それでは、ホルマリ
ンを使わずにどのように消毒をすればよい
のでしょうか？ポイントは、防除対象とす
る病原体に消毒効果が得られる消毒手段を

選択し、消毒効果が得られる条件をしっか
り設定して使用するということです。養蚕
分野で消毒作業を行う施設としては、稚蚕
共同飼育所と養蚕農家の飼育関連施設があ
りますが、今回は、繭の生産を行っている
養蚕現場を対象にお話しを進めていきます。

１）消石灰（水酸化カルシウム）
これまで行ってきた養蚕現場の調査か

ら、消石灰で調製した飽和水溶液（以後、
消石灰飽和液）は、核多角体病ウイルスに
対して実用的な消毒効果を発揮します。消
石灰飽和液は、畜産分野でウイルス病を予
防するために使われている消毒手段であ
り、消石灰の値段も安価なため、養蚕分野
でも積極的に使用していきたい消毒手段の
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消毒作業に必要な物品一覧表（必ず必要なもの◎、あると便利なもの〇）

― 作業用器材 ―
◎ 動力噴霧器（消石灰対応機種など），◎ 消毒槽（丸形容器やローリータンクなど）
◎ 上皿自動秤，◎計量カップ，◎ミニスコップ（薬品の採取に使用），◎ 棒（消毒液攪拌用）
〇 ホース（給水用），〇 ジョウロ（作業動線上の消毒作業に使用），〇 物干し台

― 防護対策用品 ―
◎ 防毒マスク・ガス吸収缶（塩素ガス用），◎ ゴーグル（浸漬消毒時に着用）
◎ 耐水性防護服 上・下（耐薬品性のカッパなど），◎ 長靴（耐アルカリ性），
◎ 長手袋（耐アルカリ性）

― 消毒液調製用の資材・薬品 ―
◎ 消石灰（アルカリ度 70％以上），◎ 高度さらし粉（次亜塩素酸カルシウムの錠剤など）
〇 次亜塩素酸ナトリウム（食品添加物グレード、有効塩素濃度 12％又は 6％タイプ）
〇 無水炭酸ナトリウム（食品添加物グレード、例：高杉製薬社製など）
〇 テトラポリリン酸ナトリウム（食品添加物グレード、例：燐化学工業社製など）



一つです。特に、核多角体病で違作をしや
すい養蚕現場では、主力の消毒手段になり
ます。ただし、欠点として、カイコに病原
性のある糸状菌や細菌等に対しては消毒効
果が低いため、消石灰に頼りすぎないよう
に注意が必要です。
２）養蚕用除菌洗浄剤（次亜塩素酸ナトリ
ウム＋炭酸ナトリウム＋ポリリン酸ナトリ
ウム）

食品添加物から構成される飼育関連施設
の洗浄剤で、カイコに病原性を示すウイル
ス、糸状菌、細菌および原虫類に対して実
用レベルでの除菌効果を発揮します。この
洗浄剤は、消石灰飽和液で飼育関連施設を
消毒後、洗浄作業に用いると効果的です。
３）高度さらし粉（次亜塩素酸カルシウム）

水 100L に対して高度さらし粉 200g を
加えて調製する水溶液で、飼育用ネットや
上蔟網・除沙網などの蚕具類を浸漬消毒す
る際に使用します。欠点は塩素による漂白
作用が強いため、蚕具の材質によっては浸
漬に向かない場合があります。

春蚕期が始まる前に「消毒」「洗浄」「乾燥」
「隔離」を徹底する

核多角体病が発生しやすい養蚕現場を想
定して、春蚕期が始まる前の消毒作業から
飼育準備までの流れを書きます。養蚕現場
によって、飼育施設の配置や構造に違いが
あるため、このとおりにはいかない可能性
もありますが、その場合には現場に応じた
調整をして対処して下さい。まず、先に示
した調製手順で、消石灰の飽和液を作りま
す。消毒作業を行う前日に必要な量を準備
しておくとよいでしょう。前日に液を用意
しても効果に影響はありません。上蔟室が
倉庫の代わりになっている場合には、不要
なものを撤去して、消毒と洗浄ができるよ
うにしておきます。回転蔟は、置き場所（物
置等）を用意して、消毒と洗浄作業の邪魔
にならないようにします。次に、用意して
おいた消石灰飽和液を蚕室面積 1 ㎡あたり
1L の割合で散布します。液の散布は、上
蔟室内全体（天井・壁・床）を洗い流すよ
うに行います。上蔟室内の散布が終了した
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ら、蚕室と貯桑場も洗い流すように散布し
ます。核多角体病ウイルスは、養蚕従事者
の移動に伴って母屋の玄関先まで広く拡散
しているため、作業動線上にも消石灰飽和
液を散布しておきます。消石灰飽和液の散
布を終えたら、次は施設全体の洗浄作業を
行います。養蚕用除菌洗浄剤が使用できる
場合にはその除菌洗浄剤で、入手が困難な
場合には水でもよいので施設全体を徹底的
に洗い流します。洗浄液の散布量は、消石

灰飽和液の場合と同様に、1 ㎡あたり１L
を目安に少し多めに準備をしておけばよい
と思います。養蚕関連施設の乾燥を待つ間
に、飼育ネットや、網などの蚕具を浸漬消
毒し、水で洗浄して日乾します。飼育装置
にネットを張ったまま消毒液を散布して済
ませてしまう方もおりますが、核多角体病
で違作をしやすい場合にはネットを外して
しっかり浸漬消毒を行う方が確実です。上
蔟室内が乾燥したら、室内専用の履物を用
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意して、春蚕期に使う回転蔟を全て組み立
てます。蔟を組み立てると埃が落ちるので、
上蔟室内に、浸漬消毒可能なシート（例え
ばブルーシート等）を数枚敷いて、その上
で回転蔟を作るなどの工夫ができると良い
と思います。回転蔟の組み立てを全て終え
たら、春蚕の飼育中は一切上蔟室に入らず
に上蔟室を隔離しておきます。春の蚕期が
終了したら、再び、一連の消毒と洗浄作業
を行います。

私が勤める蚕業技術研究所の蚕室でもホ
ルマリン消毒を一切行わず、「消毒」「洗浄」

「乾燥」「隔離」の徹底により、繭の生産を
行っています。ホルマリンを使用しても核
多角体病（膿病）を防げない場合には、今
回紹介した方法をぜひお試し下さい。

間もなく、平成 30 年の春蚕期が始まり
ます。しっかり防疫管理を行って、昨年以
上に良い繭をたくさん作りましょう。今年
の豊作を期待しています。

■問い合わせ先：
一般財団法人大日本蚕糸会 
蚕業技術研究所
〒 300-0324 
茨城県稲敷郡阿見町飯倉 1053 番地
TEL: 029-889-1771 
FAX: 029-889-2356
E-mail: nozawa@silk.or.jp

蚕室の洗浄作業に用いる「養蚕用除菌洗浄剤」
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はじめに
平成 29 年 9 月 22 日、農研機構が申請

した遺伝子組換えカイコ（以下、組換えカ
イコという）の農家飼育の申請が承認され
ました。これを受け、初冬蚕期において群
馬県の養蚕農家による組換えカイコの飼育
が実現しました。組換えカイコが農家で飼
育されたのは国内はもとより世界でもはじ
めてのことであり、今までにないシルク素
材への期待が高まっています。一方、組換
えカイコを用いた医薬品等有用物質生産に
ついても精力的な研究開発が行われ、すで
に一部製品が企業により事業化され、新た
な需要への期待が高まっています。本稿で
は、組換えカイコを用いた研究開発の現状
と産業化に向けた取り組みを紹介します。

１．タンパク質生産系としての組換えカイコ
繭糸は主に繊維状タンパク質フィブロ

インとその周りを覆っている糊状のタンパ
ク質セリシンで構成されています。フィブ
ロインはカイコ体内の後部絹糸腺で、セリ
シンは中部絹糸腺でそれぞれ作られていま
す。2000 年に、旧生物研の田村らは世界
で初めて組換えカイコを作出し、その数年
後には外来遺伝子を組織特異的に発現させ

る技術を開発しました。これにより、外来
遺伝子を後部絹糸腺に発現させることも中
部絹糸腺に発現させることも可能になりま
した。一般にフィブロインは難溶性ですが、
セリシンは水に溶けやすい性質があり、ま
た夾

きょうざつぶつ

雑物が少ないことから、セリシン層に
目的のタンパク質を発現させた場合、タン
パク質の抽出・精製が比較的容易に行えま
す。このことから、組換えカイコの実用化
に際しては、中部絹糸腺発現系は医薬品等
有用タンパク質の生産系として、後部絹糸
腺発現系はフィブロインの改変による高機
能シルクの生産系としてそれぞれ利用され
ています。

  
２．医薬品等タンパク質生産技術の開発と
事業化に向けた取り組み

中部絹糸腺発現系は、抗体や検査試薬
などの医薬品関連の有用タンパク質を生産
し、新たな生物産業の創出に繋げようとい
う方向であり、すでに複数の企業が事業化
に取り組んでいます。
１）ヒトの体外診断薬や動物用検査薬等の
開発と事業化

ヒトの病気の検査用試薬や動物用試薬、
化粧品素材などの分野で、既に民間企業に

農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）

顧問（非常勤）　町井博明

遺伝子組換えカイコの現状と今後の展望
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より製造・販売された製品が出始めていま
す。その一例として、ニットーボーメディ
カル（株）は組換えカイコを用いて、ヒト
用の骨型酒石酸抵抗性酸性フォスファター
ゼ測定キットを開発しました。同社担当者
は、「組換えカイコは標準品として性能の
高い組換えタンパク質を大量に精製するこ
とができ、安価で安定的な診断薬の商品化
を実現した」と述べています。平成 24 年
度から国内外の臨床検査機関で骨粗鬆症の
体外診断薬として使用されています。また、
組換えカイコによるイヌの炎症マーカータ
ンパク質（５量体 CRP）の製造にも成功し、
このタンパク質を標準品原料としたイヌの
炎症診断用血中 CRP 濃度測定キットを商
品化しています。
（株）免疫生物研究所は組換えカイコに

よるアルツハイマー病検査薬や研究用試薬
「ラミニン」、ヒトコラーゲン含有化粧品等
を製造・販売しています。平成 28 年には
遺伝子組換えカイコ事業部の施設を拡充 ･
整備し、事業の強化を進めています。大関

（株）では、組換えカイコを用いて微生物
等では製造困難な有用タンパク質の受注生
産事業を行っています。

このように、カイコを用いた有用物質生
産による事業化は着実に進行しており、ま
た新たにこの分野に参入している企業もあ
り、今後の発展が注目されます。
２）ヒト ･動物用医薬品の開発に向けた取
り組み

酪農業においてはウシ乳房炎による被害
総額が年 800 億円にものぼり、深刻な問

題になっています。治療薬としては一般に
抗生物質が用いられますが、薬剤耐性菌の
出現等の問題もあり、抗生物質に代わる治
療薬の開発が求められています。そこで、
免疫を活性化する、顆粒球マクロファージ
- コロニー刺激因子（GM-CSF）を組換えカ
イコに作らせ、抽出した GM-CSF を乳房炎
発症牛に投与したところ、高い治療効果が
認められました。GM-CSF の早期実用化が
待たれます。

バイオ医薬品の分野でも、組換えカイコ
を用いて抗体医薬品等の研究開発が進めら
れています。2014 年の世界の医薬品売上
高トップ 10 をみると、７つがバイオ医薬
品です。売上高５位のリツキシマブ（抗体
医薬品）はＢ細胞性悪性リンパ腫などの治
療に使われる抗がん剤ですが、組換えカイ
コに作らせたリツキシマブの特性評価を行
ったところ、現在治療に使用されているＣ
ＨＯ細胞（ほ乳動物細胞）由来のものより、
抗体依存性細胞障害活性（ＡＤＣＣ活性）

図１　組換えカイコに作らせたリツキシマブの
細胞障害活性の従来品との比較
国立医薬品食品衛生研究所との共同
（Tada et al., mAbs 2015 改）
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が高いことが分かりました（図１）。この
ことから、カイコに作らせたリツキシマブ
は高いＡＤＣＣ活性を有し、抗がん剤とし
ての利用価値が高いと考えられます。

そのほか、ヒト糖尿病カイコ・癌モデルカ
イコ等の病態モデルカイコを作製し、治療効
果の高い薬剤の探索が進められています。

３．組換えシルクの開発と生産体制の構築
に向けて

後部絹糸腺発現系では、繭の糸質を改変
することにより今までにない新たな高機能
シルクを開発し、養蚕業の枠を超えて新た
な繊維産業の創出を目指しています。
１）様々な色の蛍光タンパク質を発現する
組換えカイコの開発

緑色や赤色及び橙色など７色の蛍光タン
パク質の遺伝子を導入した組換えカイコが
作出されています。蛍光色以外の形質は既
存の実用品種と比べて遜色ありません。

 蛍光繭からの繰糸については、蛍光タン
パク質が壊れない新たな繰糸方法が開発さ
れており、蛍光の性質を維持したまま生糸
を生産することができます。

 これらの生糸を用いて、ウェディングド
レス（写真１）、きものや舞台衣装などが
試作され、注目されています。これらの試
作品はいずれも自然光下でも発色している
のが分かりますが、一定の波長の光を当て、
フィルターを通して見ると、各蛍光色が一
層際立ちます。
２）超極細繊度の繭糸を吐糸する組換えカ
イコの開発

シルクタンパク質のアミノ酸組成が変
わるように設計した遺伝子を細繊度蚕品種

「はくぎん」に導入し、「はくぎん」よりも
さらに繊度の細い絹糸の開発に成功しまし
た。４眠蚕のカイコでは世界で最も細い絹
糸（繊度 1.5 デニール以下）の誕生です。
この超極細絹糸を用いてきものやショール
等の試作品が作られています。
３）クモ糸シルクの開発

クモの糸は「強く」て「伸びる」性質を
併せ持つ繊維として古くから知られています
が、クモは肉食で共食いをするので、大量飼
育によって糸をつくることができません。こ
のため、カイコに作らせれば容易に繊維化で
きることから、カイコでクモ糸タンパク質を
作らせる試みがなされてきました。

写真１　デザイナー桂由美さんとの共同製作による
蛍光シルクを用いたウェディングドレス

室内を暗くして、青色 LEDを照射し、黄色のフィルター
を通して撮影
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2014 年、農研機構（当時、生物研）は
既存の実用蚕品種にクモの縦糸遺伝子を導
入し、強くて切れにくいクモ糸の性質と、
カイコ本来の光沢や柔らかさを合わせもつ
新しいシルク（クモ糸シルク）を生産する
ことに成功しました。

カイコの作るクモ糸シルクは、通常のカ
イコのシルクの 1.5 倍切れにくい性質を持
っており、鋼鉄の約 20 倍の切れにくさを
持つといわれるアメリカジョロウグモの縦
糸に匹敵するほどでした（図２）。このク
モ糸シルクを用いてベストやスカーフが試
作されています。今後の利用については、
手術用縫合糸などの医療素材や防災ロー
プ・防護服などの特殊素材の開発が期待さ
れています。

４）養蚕農家による組換えカイコ飼育の実
現と今後の取り組み

これら高機能シルクについては、洋装・
和装のアパレル業界のみならず工業用、医
療用資材等の業界からも事業化に向け熱い
視線が注がれています。これらの需要を満

たすためには大量の生糸が必要になること
から、一般農家での飼育を目指して、農研
機構および群馬県蚕糸技術センターの隔離
蚕室においてカルタヘナ法第一種使用によ
る組換えカイコの飼育試験が進められてき
ました。そして上述したとおり、平成 29 年
初冬蚕期において一般養蚕農家での組換え
カイコの飼育が実現しました（写真２、３）。
飼育されたのは、オワンクラゲ由来の緑色
蛍光タンパク質（ＧＦＰ）を発現する絹糸
を産生する組換えカイコで、農研機構（当時、
生物研）が中心となって開発したものです。
今後さらに他の色の蛍光シルクや超極細シ
ルク、クモ糸シルク等を産生する組換えカ
イコの農家飼育申請が進められる予定です。
これら組換えカイコによる高機能シルクの
需要に応えるためには、量産化に向けた体
制作りを急ぐ必要があります。

４．成形加工技術との併用による工業製品
分野への展開

シルクによる素材化技術の開発について
は、フィブロインとセリシンがともにパウ

図２　クモ糸シルクの切れにくさの比較

写真２　養蚕農家におけるＧＦＰ産生組換えカイコ
（５齢）の飼育状況
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ダー、フィルム、ゲル、スポンジなど様々
な形態に加工できることから、これらの加
工技術を活用して軟骨再生や創傷保護材等
の医療用素材、電子部品等の工業用素材、
化粧品素材など各種素材の開発と実用化に
向けた共同研究が進められています。化粧
品については、すでにシルク化粧品を専門
に製造・販売し、業績を伸ばしている企業
もあります。

また、組換えカイコ技術とシルクによる
素材化加工技術を組み合わせることにより、
シルクの利用の幅を繊維素材としてのみな
らず工業用・医療用素材にまで大きく広げ
るための研究開発が進められています。

おわりに
以上の通り、カイコおよびシルクの機能

を最大限に活用した新たなカイコ産業の創
出を目指して、民間企業、大学、国公立研
究機関等の協力・連携のもと精力的に研究
開発が進められています。

イノベーションはいつの時代も異分野か

ら起こると言われます。すでに異分野の企
業がカイコやシルクに関心を持ち、事業と
して参入しています。そういう方々の力が
大きなうねりとなって、新たな産業を切り
開いていくものと思います。カイコは、絹
タンパク質生産能力が極めて高い生物種で
す。この性質を利用したカイコの遺伝子組
換え技術は日本オリジナルの技術であり、
我が国にはカイコ・シルクに関する優れた
技術が豊富に蓄積されています。日本のオ
リジナリティーを発揮できるカイコ・シル
クの研究開発を通して新たな産業が創出さ
れ、発展することを願っています。 

■問い合わせ先：
　農研機構  生物機能利用研究部門
　遺伝子組換え研究推進室
　〒 305-8602
　茨城県つくば市観音台 2-1-1
　TEL：029-838-7138
　FAX：029-838-8463
　E-mail：kenkyu-suishin@naro.affrc.go.jp
　HP：http://www.naro.affrc.go.jp/

写真３　GFP 産生組換えカイコの営繭状況
左：対照（照射なし、フィルターなし）
右：室内を少し暗くし、青色ＬＥＤを照射し、黄色のフィルターを通して撮影
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（一財）シルクセンター国際貿易観光会館の紹介

はじめに
生糸は、安政６（1859）年の横浜開港

以来、昭和の初期まで、我が国の輸出額第
一位の品目であり、生糸輸出で得られた外
貨は日本の近代化に大きく貢献しました。
また、80 年以上にわたり横浜港の輸出額
トップの座を維持し、シルクと横浜は、経
済だけでなく歴史、文化の面でも深いかか
わりを持っています。

財団法人シルクセンター国際貿易観光会
館（平成 26 年４月から一般財団法人に移
行。以下「シルクセンター」という。）は、
こうした横浜の開港 100 年記念事業を推
進するため、国、神奈川県、横浜市及び関
係業界の協力のもと、昭和 31 年 10 月に
設立されました。

財団法人としての目的は、貿易・観光の
振興、とりわけ生糸及び絹製品貿易の振興
発展であり、昭和 34（1959）年３月 12 日、
開港当時から、英国系総合商社ジャーディ
ン・マセソン商会が拠点としていた通称「英
一番館」の跡地に、シルクセンタービル（以
下「ビル」という。）を開館しました。

シルクセンターは、生糸・絹製品等に関
する企業、団体はもとより、貿易及び観光
等に関連する企業、団体の事務室、観光客

向けの店舗等を提供するとともに、公益事
業の大きな柱として、絹知識の普及・啓発
や服飾の工芸美を鑑賞する場の提供等を行
う博物館事業などに取り組んでいます。

開館当初のビルの利用状況
地下２階から４階には、横浜生糸取引所、

日本生糸輸出組合など生糸関係の団体や商
社、外国商社、道府県の貿易観光あっせん
所や展示即売室、外国公館などの他、貸事
務室、貸店舗、貸倉庫等がありました。

また、５階から８階では、株式会社シル
クホテルが営業を開始し、当時は横浜市内
にホテルが少なかったため、結婚式など、
多くの人々に利用されました。

シルクセンタービル全景

シルク博物館

館長　坂本英介
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利用状況の変化
昭和 30 年代後半には、多くの生糸関係

商社等が活動していましたが、昭和 40 年
代に我が国が生糸輸入国へ転じるなど、蚕
糸情勢が変化する中で、徐々に退館してい
きました。

また、生糸取引の場として生糸の価格を
世界に発信してきた横浜生糸取引所は、平
成 10 年には前橋乾繭取引所と合併して横
浜商品取引所に改組しましたが、平成 18
年に退館し、東京穀物商品取引所に合併さ
れました。

観光関係では、他県の貿易観光あっせん
所などは昭和 50 年代半ばまでに退館し、
現在は、公益社団法人神奈川県観光協会の
事務所と、神奈川県の特産品を宣伝・販売
する「かながわ屋」があります。

外国公館等も、国内の公的機関・団体に
入れ替わり、現在は、地元の自治体や神奈
川県を活動エリアとする法人等が入館して
います。

また、シルクホテルは昭和 57 年に閉鎖
され、現在、その跡はＳＯＨＯ（小規模事
業者や個人事業者等）の事務所などに利用
されています。

このように、利用状況は変化してきまし
たが、現在も、地元神奈川、横浜の地域経
済や地域発展に関わる多くの企業や団体な
どに利用されています。

シルク博物館
シルクセンターの公益事業を支えるシ

ルク博物館は、ビルの２階、３階部分の約

1,652 ㎡に設置され、収集・展示・普及事
業などに取り組んできました。

昭和 46 年３月 18 日、シルク博物館は
博物館法に基づく「博物館に相当する施設」
として指定を受け、昭和 48 年 10 月には、
博物館法に基づく博物館となりました。

２階の展示室では、蚕の一生、絹製品の
製造工程、様々な繭や生糸、自動繰糸機や
機織機等の他、横浜とシルクに関わるパネ
ルなどを展示しています。

また、３階では、日本の時代風俗衣装の
変遷、東南アジアなどの民族衣装、重要無
形文化財保持者（人間国宝）の作品などを
ご覧いただけます。

博物館は開館以来、数次の展示リニュー
アルを実施し、常設展示や蚕の飼育展示と
ともに、蚕糸・絹業の振興とシルクの普及・
啓蒙に向けて、毎年、特別展や企画展など
を開催し、館外行事などにも協力してきま
した。

なかでも、昭和 45 年にスタートし、今
年 25 回目となる、公募展「シルク博物館
染織作品展」（現在の「全国染織作品展」）は、

英一番館跡碑、蚕飼育用桑、「絹と女」像
（安田周三郎作、昭和 44年完成）
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絹の需要促進と多くの染織作家を育成する
役割を果たしてきました。

昭和 59 年度から開始した、蚕の観察や
繭人形作り等の体験ができる「母と子の『か
いこの自然科学教室』」（現在の「かいこ教
室」）の他、小学校等へ蚕の卵を頒布し、
飼育方法等の指導をする「蚕種配布事業」、
観察記録や繭人形等の作品を展示・発表す
る「たのしいかいこの発表会」など、絹や
蚕の理解促進につながる学習支援活動も行
っています。

こうした取り組みもあって、平成 29 年
６月には、開館以来の博物館入館者 200
万人を達成しました。

おわりに
シルクセンター設立当初と比べ、生糸を

取り巻く状況が大きく変化するに従い、ビ
ル利用者の構成も変わってきました。　

しかし、今後も、様々な事業者へ活動の
場を提供するとともに、シルク博物館が中
心となって、シルクへの理解の増進、シル
ク製品等の普及、さらにはその美しさや魅
力の発信等に一層努め、地域の社会経済・
文化の発展、さらに絹の需要促進などに寄
与してまいりたいと考えています。

■問い合わせ先：
　（一財）シルクセンター国際貿易観光会館
　シルク博物館
　〒 231-0023
　横浜市中区山下町 1 番地
　TEL : 045-641-0841  FAX : 045-671-0727
　開館時間 : 9：30 ～ 17：00（入館は 16：30 迄）
　休館日 : 月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）
　　　　   年末年始（12/28 ～ 1/4）その他、
　　　　   臨時休館することがあります。

たのしいかいこの発表会表彰式（第２部）
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イベント情報 

 

●日本絹文化フォーラム 2018（2nd） 

日本各地では絹産業に関る人々が、シルクの素晴らしさを再認識し、新しい商品づ

くりなどに積極的に取り組んでいます。このような中で、全国的な規模で絹文化に関

する講演と情報交換を行う「日本絹文化フォーラム」を岡谷で開催します。 

  基調講演 ：「千年の色 —自然から色をいただく-」 

          染織史家「染司よしおか」五代当主 吉岡幸雄 

  特別講演 ：「銀座もとじの挑戦 —大島紬から雄蚕品種プラチナボーイまで-」 

                    株式会社銀座もとじ 代表取締役社長 泉
もと

二
じ

弘明 

  きものトーク：中谷比佐子 / 活動報告：会田進・湯本佐緒里 

＜日時＞ 平成 30年 4月 28日（土） 13：00〜17:35（交流会 18：15～） 

＜会場＞ カノラホール 小ホール（岡谷市文化会館、岡谷市幸町 8-1）TEL:0266-24-1300 

 参加費・テキスト代：無料  参加申込・問合せは岡谷蚕糸博物館（0266-23-3489）へ 

＜主催＞ 日本絹文化フォーラム実行委員会（NPOシルク文化協会・岡谷蚕糸博物館他）    

●自然の色を纏
まと

う 〜吉岡幸雄の世界 源氏物語の 彩
いろどり

〜 

人は長い間、色を自然からいただいてきました。古代の手法のままに、法隆寺や東

大寺の絹織物の復元を行う染司「よしおか」五代当主 吉岡幸雄氏の鮮やかな植物染

めによる色彩の世界を、源氏物語に合わせてご紹介します。 

＜会期＞ 平成 30年４月 19日（木）〜５月 27日（日）９：00〜17：00 

     休館日：水曜日・祝日の翌日、12/27〜１/３ その他臨時休館あり 

＜主催＞ 岡谷蚕糸博物館 シルクファクトおかや 

＜会場＞ 岡谷蚕糸博物館 〒394-0021 長野県岡谷市郷田 1-4-8 

                            TEL: 0266-23-3489 

●2018 まゆクラフト作品展 岡谷蚕糸博物館 巡回展 

毎年、駒ヶ根シルクミュージアムで開催されている「まゆクラフト作品展」が岡谷

にやってきます！繊細で美しい繭の作品をご覧ください。 

＜会期＞ 平成 30年５月 31日（木）〜６月 17日（日）９：00〜17：00 

     休館日：水曜日・祝日の翌日、12/27〜１/３ その他臨時休館あり 

＜主催＞ 岡谷蚕糸博物館 シルクファクトおかや 

＜会場＞ 岡谷蚕糸博物館 〒394-0021 長野県岡谷市郷田 1-4-8 

                            TEL: 0266-23-3489 
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●日本絹の里 第 82 回特別展 「日本絹の里収蔵品展」 

開館 20周年を記念し、購入・寄贈により収蔵した資料の中から、和装や洋装、小

物といった絹製品を中心に養蚕道具など、様々な分野にわたり展示・紹介します。 

＜会期＞ 平成 30年４月 13日（金）〜５月 21日（月）９：30〜17：00 

     休館日：毎週火曜日(祝日の場合は翌日)、12/27〜１/５ ＊１/３臨時開館 

＜主催＞ 群馬県立日本絹の里 

＜会場＞ 群馬県立日本絹の里 〒370-3511 群馬県高崎市金古 888−1 

                              TEL: 027-360-6300 

●春の企画展 江戸の粋とデザイン 〜小袖コレクションから〜 

小袖は江戸時代の基本的な服装の形で、現代の「きもの」の原型とされるものです。

武家の女性が着用していた小袖は刺繍、絞りの技法を全面に施した絢爛豪華なものも

多く、そのデザインは吉祥、植物、風景、文学などを題材に多岐にわたっています。

一方、町方の女性が着用していた小袖も粋な工夫を凝らしたものがあり、当時の女性

ファッションを垣間みることができます。当館所蔵の小袖 65 領から、“江戸の粋とデ

ザイン”を堪能していただき、日本の服飾文化を知る機会となれば幸いです。 

＜会期＞ ４月 28日（土）〜６月３日（日） 

前期展示：４月 28日（土）〜５月 13日（日） 

      後期展示：５月 15日（火）〜６月  ３日（日） 

           ９：30〜17：00（入館は 16：30まで） 

     休館日：毎週月曜日(但し、４月 30日（月）は開館、翌５月１日（火）は休館) 

＜主催＞ シルク博物館 

＜会場＞ シルク博物館 〒231-0023 神奈川県横浜市山下町１番地 

                     TEL: 045-641-0841 

＜講演会＞「江戸時代女性のファッショントレンド―移り変わる小袖の美」 

      日時：５月 12日（土）14：00〜16：00 

      講師：長崎 巌氏（共立女子大学教授） 

      会場：シルク博物館イベントホール 

      定員：40名 当日先着順（13時から整理券を配布します） 

      無料（但し、入館料が必要になります） 

＜ギャラリートーク＞  

５月３日（木・祝）、６月２日（土） 各日とも 14：00～ 

      当日自由参加 無料（但し入館料が必要になります） 
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一般財団法人大日本蚕糸会から

平成 29 年度第４次分の純国産絹マーク使用許諾状況

純国産絹マークの平成 29 年度第４次審査委員会を平成 30 年２月 23 日（金）に開催しま
した。今回の申請は８者で、新規１者１品目、使用許諾されている者の７者から生産数量の
追加 20 品目の申請がありました。これらの申請を審査委員会で審査した結果、８者 21 品
目に対し、３月２日（金）付けで純国産絹マークを使用許諾する旨通知しました。

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（新規）
（株）ヤマノホールディングス

　きもの事業本部
　代表者名：山野義友
　（担当者：山野義友）
　〒 151-0053
　東京都渋谷区代々木 1-30-7
　ヤマノ 24 ビル 3 Ｆ
　TEL：03-3378-2984
表示者登録番号　225

後染反物
（小紋・訪問着） 31 反

蚕品種　錦秋×鐘和
繭生産　栃木県小山市内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
製　織　足忠（有）
染　色　横山（株）

（生産数量の追加）
（株）夢工芸染の新井

　代表者名：新井重男
　（担当者：新井重男）
　〒 123-0863
　東京都足立区谷在家 1-8-1
　TEL：03-3854-2777
表示者登録番号　196

白生地
（変り一越ちりめん） 5 反

繭生産　ＪＡ常陸管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
製　織　南久ちりめん（株）

（生産数量の追加）
（株）嵯が野

　代表者名：野田幸雄
　（担当者：野田幸雄）
　〒 350-1109
　埼玉県川越市霞ヶ関北 3-1-11
　TEL：049-233-1391
表示者登録番号　197

白生地
（変り一越ちりめん） 10 反

繭生産　ＪＡいるま野管内養蚕農家
製　糸　松澤製糸所
製　織　南久ちりめん（株）

（生産数量の追加）
（株）千總

　代表者名：仲田保司
　（担当者：俵武司）
　〒 604-8166
　京都市中京区三条通烏丸西入御倉町 80
　TEL：075-211-2531
表示者登録番号　001

後染反物
（色無地（紋意匠）） 120 枚

繭生産　岩手県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（有）田永織物
染　色　自社

後染反物
（訪問着・付下

 （紋意匠））
87 枚

繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　田勇機業（株）
染　色　自社
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（続き）

後染反物
（振袖（紋綸子）） 80 枚

繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）松浦絹織
染　色　自社

後染反物
（振袖（紋意匠）） 80 枚

繭生産　岩手県・福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）竹林
染　色　自社

後染反物
（振袖
（五枚繻子）） 90 枚

繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）竹林
染　色　自社

後染反物
（訪問着・付下
（駒絽）） 150 枚

繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　小熊機業（有）
染　色　自社

後染反物
（振袖（紋綸子）） 75 枚

繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）松浦絹織
染　色　自社

後染反物
（振袖（紋綸子）） 85 枚

繭生産　岩手県・福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）松浦絹織
染　色　自社

後染反物
（振袖（紋綸子）） 83 枚

繭生産　山形県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）松浦絹織
染　色　自社

後染反物
（振袖
（五枚繻子））

40 枚
繭生産　岩手県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　美雲織物（株）
染　色　自社

後染反物
（訪問着・付下
（五枚繻子））

45 枚
繭生産　福島県内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　（株）竹林
染　色　自社

（生産数量の追加）
日本蚕糸絹業開発協同組合 
　代表者名：小林幸夫
　（担当者：土井芳文）
　〒 370-0006
　群馬県高崎市問屋町 3-5-3
　TEL：027-361-2377
表示者登録番号　021

裏地（胴裏絹） 730 枚

制作企画　絹小沢（株）
繭生産　　ＪＡ高崎市管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸（株）
製　織　　坪金工業（株）
精練加工　（有）えじまや

白生地
（変り一越ちりめん） 30 反

制作企画　絹小沢（株）
蚕品種　　新小石丸
繭生産　　ＪＡ碓氷安中管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸（株）
製　織　　南久ちりめん（株）
精練加工　浜縮緬工業（協）
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（生産数量の追加）
（株）パールトーン 

　代表者名：由本敏次
　（担当者：岡村尚彦）
　〒 615-0044
　京都市右京区西院西中水町 22
　TEL：075-312-1121
表示者登録番号　183

裏地（胴裏絹） 138 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　　ＪＡ前橋市管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸（株）
製　織　　（有）長島織物
精　練　　（有）えじまや
加　工　　自社

（生産数量の追加）
 那覇伝統織物事業協同組合 
　代表者名：赤嶺真澄
　（担当者：高良智子）
　〒 903-0822
　沖縄県那覇市首里桃原町 2-64
　TEL：098-887-2746
表示者登録番号　156

先染反物
（首里織） 45 反

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　ＪＡ太田市管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
染　織　自組合先染帯地

（首里織） 58 本

（生産数量の追加）
渡豊工房 
　代表者名：渡辺豊一
　（担当者：渡辺豊一）
　〒 990-0301
　山形県東村山郡山辺町大字山辺 892-1
　TEL：023-664-5405
表示者登録番号　190

裏地（紬綾八掛） 150 枚

蚕品種　　春嶺×鐘月
繭生産　　ＪＡみやぎ仙南管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
撚　糸　　梅津撚糸工場
精練加工　佐米染色（有）
製　織　　自工房

裏地（紬駒八掛） 330 枚

蚕品種　　錦秋×鐘和
繭生産　　ＪＡみやぎ仙南管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸（株）
撚　糸　　梅津撚糸工場
精練加工　佐米染色（有）
製　織　　自工房

　次回の純国産絹マーク審査会の予定は次のとおりです。
　純国産絹マークの使用許諾を申請される方は、事務局との事前協議を経た上で、下記の提出締切日
までに、純国産絹マーク使用許諾申請書を提出してください。

　次回審査会　平成 30 年度第１次：　平成 30 年５月 23 日（水）
　純国産絹マーク使用許諾申請書の提出締切日：　平成 30 年４月 25 日（水）

　　　　　　　一般財団法人 大日本蚕糸会
　　　　　　　　担当：岡島・廣瀬
　　　　　　　　〒 100-0006  
　　　　　　　　東京都千代田区有楽町 1-9-4
　　　　　　　　　　　TEL:03-3214-3500
　　　　　　　　　　　FAX:03-3214-3511
    　　　　　　　　　　Ｅ -mail： 岡島：aokajima@silk.or.jp
　　　      　　　　　　　　　　　廣瀬：hirose_takato@silk.or.jp
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純国産絹マーク使用許諾者及び絹製品名一覧

一般財団法人大日本蚕糸会から

 

 

 

表示者 

登録番号 
企  業  名 所 在 地 主  な  絹  製  品  名 

001 （株）千總 京都市中京区 
後染反物（振袖、訪問着、付下、色無地、色留袖、黒留

袖、喪服）、胴裏 

002 （株）織匠田歌 京都市上京区 先染反物、後染帯地 

004 （株）丸上 東京都中央区 後染反物（色無地、小紋、付下、黒紋付）、後染帯地 

005 （株）坂本屋 茨城県土浦市 後染反物（色無地）、胴裏（灰汁浸け加工） 

006 （有）平原 福島県白河市 後染反物（色無地、黒紋付） 

007 （株）信盛堂 東京都清瀬市 後染反物（色無地、黒紋付） 

008 （株）きものアイ 新潟県十日町市 後染反物（色無地） 

009 （株）上庵 岩手県北上市 後染反物（色無地、黒紋付） 

010 （有）樹（いづき） 秋田県横手市 後染反物（色無地、黒紋付） 

011 （株）銀座もとじ 東京都中央区 

後染反物(作家作品)、後染帯地、先染反物（大島紬、結

城紬、御召、作家作品）、先染帯地（織九寸帯、織角帯、

作家作品）、白生地、和装小物（帯締、羽織紐）、八掛、

胴裏 

012 河瀬満織物（株） 京都市上京区 先染帯地 

013 （有）織匠小平 京都市北区 先染帯地 

015 （株）結華 静岡県清水町 後染反物（色無地、黒紋付） 

016 （株）絹回廊 東京都中央区 後染反物（色無地） 

017 （有）琴路屋 岩手県釜石市 後染反物（色無地、黒紋付） 

018 （有）大善屋呉服店 福島県会津若松市 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地） 

019 丸善本店 福島県いわき市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地） 

020 呉服のささき 山形県天童市 後染反物（色無地、黒紋付） 

021 
日本蚕糸絹業開発協同組合 

（絹小沢（株）） 
群馬県高崎市 

裏地（胴裏（ぐんま羽二重、ぐんまレピア、ぐんま２０

０、灰汁浸加工、トルマリン加工）、八掛、比翼地）、長

襦袢地、後染反物（作家作品、紋付地）、白生地（世紀

二一，上州絹星・ぐんま２００，新小石丸）、後染帯地

（（冬物・夏物）：うるし糸が５％を超えるもの）、寝衣

（うぶ着、おくるみ）、和装小物（袱紗） 

022 宮階織物（株） 京都市上京区 先染反物、後染反物 

023 ２１世紀の絹を考える会 京都府城陽市 
後染反物（色無地、訪問着）、先染帯地（袋帯（草木染、

唐織）） 

024 碓氷製糸農業協同組合 群馬県安中市 白生地、マフラー 

025 丸幸織物（有） 京都府京丹後市 白生地 

026 織匠万勝 京都市中京区 

先染帯地（袋帯、名古屋帯）、先染反物（御召類）、後染

反物（色無地）、先染帯地（袋帯：金銀糸が５％を超え

るもの） 

027 （有）織道楽塩野屋 京都府亀岡市 
洋装品（マフラー、シャツ、ニット（ウォーマー、腹巻、

手袋、靴下）） 

 

　平成 30 年 3 月 2 日（Ｈ 29 －第 4 次）現在
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表示者 

登録番号 
企  業  名 所 在 地 主  な  絹  製  品  名 

028 （株）丸万中尾 滋賀県長浜市 
後染反物（江戸小紋、小紋、付下、友禅、色無地）、後

染帯地、白生地（表地） 

029 （株）むらかね 青森県八戸市 後染反物（色無地、黒紋付） 

030 （株）髙島屋 大阪市中央区 
後染反物（振袖、七五三着物、色無地、訪問着、黒留袖）、

白生地（長襦袢地、胴裏）、ニット（靴下）、風呂敷 

031 （株）さが美 神奈川県平塚市 後染反物（黒紋付（冬用・夏用）、色無地） 

032 （有）まるけい 静岡県富士市 後染反物（色無地、黒紋付） 

033 （有）特選呉服専門店後藤 青森県むつ市 後染反物（色無地、黒紋付） 

034 （株）小いけ 山形県鶴岡市 後染反物（色無地、黒紋付、小紋） 

035 （株）伊と幸 京都市中京区 

後染反物（色無地、訪問着）、白生地（表地、胴裏、帯

地）、白生地（表地（天蚕糸交織））、白生地（帯地（天

蚕糸交織））、婦人用ブラックフォーマル地、長襦袢 

036 （株）四季のきものおおにし 東京都杉並区 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地） 

037 （株）和幸 埼玉県久喜市 後染反物（色無地、黒紋付） 

038 （株）桝屋高尾 京都市北区 先染帯地（袋帯） 

039 （株）つるや 埼玉県川越市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地） 

040 （株）越後屋 千葉県市川市 後染反物（色無地、黒紋付） 

041 （株）小倉商店 茨城県結城市 
先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）、白生地（結城

紬） 

042 染織家柳崇 東京都世田谷区 先染反物、先染帯地 

043 染織家児玉京子 沖縄県竹富町 先染反物 

044 草木染工房山村 山村多榮子 東京都八王子市 
先染反物、先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超える）、

先染服地、ストール 

045 手織りよおん 長嶺亨子 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地、ストール 

046 祝嶺染織研究所 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地 

047 （株）龍工房 東京都中央区 帯締 

048 からん工房 深石美穂 沖縄県石垣市 先染反物（紋絽、絣）、先染帯地 

049 たわた工房 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地 

050 山音（株） 京都市中京区 後染反物（色無地（変三越、駒絽）） 

051 やまと（株） 京都市下京区 後染反物 

053 桜井（株） 京都市北区 先染帯地 

054 有栖川織物（有） 京都市上京区 先染帯地 

055 太田和（株） 京都市中京区 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬） 

056 （株）岩田 京都市中京区 先染帯地 

057 （有）神原呉服店 千葉県銚子市 後染反物（色無地、黒紋付） 

058 浅山織物（株） 京都市北区 先染帯地 

059 （株）やまと 東京都渋谷区 
先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超えるもの）、白

生地（加賀友禅用） 
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060 田中種（株） 大阪市中央区 

後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、黒紋付、加賀友禅、色

無地、すかし織着尺）、後染帯地（九寸名古屋帯）、ニット

（靴下、ネック＆ボディ、ショルダー、アーム、タンクト

ップ、腹巻、手袋、ピロケース、肌襦袢）、真綿布団、ハー

フケット、布団カバー 

061 （株）京扇 東京都中央区 後染反物（色無地）、胴裏（パールトーン加工） 

062 （株）なごみや 横浜市都筑区 後染反物（色無地、黒紋付） 

063 丸池藤井（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）、八掛 

064 久保商事（株） 京都市中京区 和装小物（帯揚、半衿） 

065 加賀グンゼ（株） 石川県小松市 胴裏 

066 千切屋（株） 京都市中京区 後染反物（訪問着、付下）、後染帯地 

067 荒川（株） 京都市下京区 和装小物（帯締、帯揚） 

068 第一衣料（株） 東京都中央区 後染反物（色無地） 

069 （株）紅輪 川崎市宮前区 後染反物（色無地） 

070 装いの道（株） 東京都千代田区 
白生地（帯地、表地）、胴裏（トルマリン加工、灰汁浸

加工、ぐんま200、新小石丸） 

071 （株）髙橋屋 岩手県一関市 胴裏（灰汁浸加工） 

072 おお又（株） 大阪市旭区 胴裏（灰汁浸加工）、ニット（靴下） 

073 （株）天野屋呉服店 栃木県小山市 胴裏（ぐんま200（灰汁浸加工））、白生地（表地） 

074 （株）きもの潮見 愛媛県西条市 胴裏（パールトーン加工） 

075 （株）とみひろ 山形県山形市 胴裏（酵素精練） 

076 （株）細安 福井県福井市 胴裏（酵素精練） 

077 京和きもの（株） 神奈川県厚木市 胴裏（酵素精練） 

078 （株）まるため 長野県長野市 胴裏（トルマリン加工、パーリー加工） 

079 （株）小川屋 群馬県前橋市 胴裏（トルマリン加工、灰汁浸加工） 

080 （株）エムラ 山口県防府市 胴裏（酵素精練） 

081 （株）荒井呉服店 東京都八王子市 胴裏（酵素精練） 

082 （株）牛島屋 富山県富山市 胴裏（酵素精練）、後染反物（小紋） 

083 （株）谷呉服店 福岡県筑紫野市 胴裏（酵素精練） 

084 （株）登美屋 岩手県北上市 胴裏（パールトーン加工） 

085 （株）川平屋 愛知県豊田市 
胴裏（パールトーン加工）、後染反物（小紋（変一越、

紋意匠）） 

086 
丸専第一衣料（株） 

（丸専きもの） 
新潟県長岡市 胴裏（パールトーン加工） 

087 （株）大丸松坂屋百貨店 東京都江東区 裏地（胴裏、比翼地（振袖用））、長襦袢地 

088 西陣織工業組合 京都市上京区 
マフラー、セーター、カーディガン、ショール、ネクタ

イ 

089 （株）あきやま 宮崎県綾町 先染反物、洋装品（ショール、マフラー） 

090 藤井絞（株） 京都市中京区 後染反物（色無地） 

092  （有） 結城屋 兵庫県洲本市 白生地（表地） 
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093  （株） ウメショウ 岐阜県瑞穂市 白生地（表地） 

095 （有）カシワギ 山梨県富士吉田市 

寝具寝装品（冬用・夏用・合用薄絹ふとん、ブランケッ

ト）、洋装品（スーツ地、ネクタイ、服飾品（スカーフ、

ストール、シャツ）） 

097 （株）平田組紐 東京都豊島区 
帯締、帯締（金銀糸が5%を超えるもの）、羽織紐（男物、

女物） 

098 （株）菱健 京都市中京区 後染反物（色無地） 

099 西野（株） 京都市上京区 帯締、帯締（金銀糸が5%を超えるもの） 

100 京商（株） 鳥取県米子市 後染反物（色無地、黒紋付） 

101 （株）猪井 新潟県長岡市 後染反物（色無地）、後染帯地 

102 （株）たちばな 新潟県新発田市 後染反物（色無地）、後染帯地 

103 （株）丸富美 新潟県十日町市 後染反物（色無地） 

104 （株）絹もの屋まつなが 新潟県三条市 後染反物（色無地） 

105 （株）山正山﨑 愛知県豊橋市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠）） 

106 （有）こくぶん呉服店 福島県福島市 後染反物（色無地） 

107 （株）染織近藤 岡山市北区 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠）） 

108 （株）宮川呉服店 北海道湧別町 後染反物（色無地、付下） 

109 （株）和らいふ 札幌市中央区 後染反物（色無地） 

110 （有）きものいなもと 大阪市天王寺区 後染反物（色無地） 

111 （株）世きね 東京都中央区 後染反物 

112 （株）西陣まいづる 京都市上京区 

先染帯地（袋帯（金銀糸が5%を超えるもの）、九寸帯（金

銀糸が5%を超えるもの）、絽九寸帯（金銀糸が5%を超え

るもの）） 

113 奥順（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬） 

114 りょうぜん天蚕の会 福島県伊達市 ショール（天蚕紬糸、天蚕ハイブリッド） 

115 （有）金屋 新潟県上越市 後染反物（色無地） 

116 （株）鶴屋百貨店 熊本市中央区 胴裏（酵素精練）、先染反物（結城紬） 

117 黄八丈めゆ工房 東京都八丈島 先染反物（黄八丈） 

118 京屋呉服店 長野県塩尻市 後染反物（色無地） 

119 （資）車屋呉服店 横浜市南区 後染反物（色無地、江戸小紋）、白生地（表地） 

120 宮崎（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬） 

121 
（有）内海呉服店 

きもの千歳屋 
東京都世田谷区 白生地（表地（色無地、訪問着）） 

122 長島繊維（株） 栃木県足利市 後染反物（色無地、小紋、付下、訪問着）、後染帯地 

123 （株）しょう美 広島市西区 後染反物（色無地） 

124 （資）治田呉服店 群馬県富岡市 後染反物（色無地） 

125 （株）丸十 大阪府東大阪市 後染反物（小紋）、ニット（靴下） 

126 （株）竹田嘉兵衛商店 名古屋市緑区 胴裏（酵素精練） 

127 （有）樋口屋京染店 埼玉県鴻巣市 白生地（表地用（紋意匠）） 
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128 大門屋 福井県大野市 
白生地（牛首紬）、後染帯地（牛首紬）、ショール（牛首

紬）、先染反物（飯田紬） 

129 （株）加藤萬 東京都中央区 和装小物（帯揚、半衿） 

130 （株）しゃらく 愛媛県新居浜市 後染反物（小紋） 

131 （資）山中商店 名古屋市中区 後染反物（小紋） 

132 きもの処あだち 大阪府藤井寺市 後染反物（小紋） 

133 西川産業（株） 東京都中央区 寝具寝装品（掛布団） 

134 繭工房華美 宮城県塩竃市 寝衣（長肌着、短肌着） 

136 （株）和想 鳥取県鳥取市 後染反物（小紋） 

137 （株）髙島屋呉服店 島根県益田市 後染反物（小紋） 

138 富岡シルクブランド協議会 群馬県富岡市 ネクタイ、褌、マフラー（手織り） 

139 （株）丸年呉服店 石川県金沢市 後染反物（小紋） 

140 （株）染織館 徳島県徳島市 後染反物（小紋） 

141 （株）京ろまん 奈良県奈良市 後染反物（小紋）、ニット（靴下） 

142 五嶋（株） 東京都文京区 帯締 

143 （株）わふくや 浜松市中区 長襦袢地 

144 （株）布屋呉服店 静岡県富士宮市 
胴裏（トルマリン加工）、後染反物（小紋（変一越、紋

意匠）） 

145 （有）明石屋 東京都調布市 後染反物（色無地）、後染帯地 

146 宮井（株） 京都市中京区 風呂敷 

147 （株）ナカノ 大分県大分市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、加賀友禅） 

148 （株）芦田呉服店 京都府綾部市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠）） 

149 （株）甲斐絹座 山梨県富士吉田市 
ネクタイ、服飾品（スカーフ、ストール、トランクス）、

パジャマ、袱紗 

150 （有）さいとう呉服店 千葉県市川市 後染反物（色無地、付下） 

151 （株）西松屋 兵庫県姫路市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

152 （株）西尾呉服店 大阪市福島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

153 勝山織物（株） 京都市北区 先染帯地（金銀糸が5%を超えるもの） 

154 （有）石川 群馬県みどり市 
後染反物（型友禅、羽二重色無地）、先染反物（ジャガ

ード織） 

156 那覇伝統織物事業協同組合 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地、かりゆしウェア、ショール 

157 （株）ふじや 福岡県朝倉市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

158 きものおかだ 兵庫県香美町 後染反物（小紋） 

159 （株）ＪＳ 山梨県富士吉田市 

寝具寝装品（ふとん、ふとんカバー）、洋装品（スーツ

地、コート地、スカート地、シャツ、ワンピース地）、

服飾品（スカーフ、ストール、ネックカバー、アームカ

バー、レッグカバー） 

160 （株）マルシバ 東京都中央区 裏地（胴裏）、和装小物（袱紗）、ネクタイ 

161 （株）みつわ 大阪府大東市 後染反物（小紋） 

162 福絖織物（株） 福岡市西区 先染帯地（本袋男帯、八寸名古屋帯） 

163 （株）大谷屋 新潟市中央区 白生地(表地) 
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164 
（株）東京藤屋 

（きものレディ着付け学院） 
東京都品川区 白生地(表地) 

165 （株）染織こうげい 東京都中央区 白生地(表地) 

166 近江真綿振興会 滋賀県米原市 寝具寝装品（布団、膝かけ）、ショール 

167 （株）にしむら 兵庫県西脇市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

168 （有）きものおおにし 大阪府東大阪市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

169 
（株）コノエ 

（そめの近江） 
東京都豊島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））、ニット（靴下） 

170 （株）つたや 大阪府枚方市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

171 （株）京呉服小糸伸輔の店 熊本市東区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

172 （株）マエノ 茨城県石岡市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

173 （株）本きもの松葉 大阪府富田林市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

174 （有）山田呉服店 長野県諏訪市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬） 

175 （株）呉服のながいけ 長崎県南島原市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

176 （株）京呉服平田 福井県福井市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

177 （株）布四季庵ヨネオリ 山形県米沢市 先染反物（置賜紬）、ストール 

178 奄美島絹推進協議会 鹿児島県龍郷町 先染反物（大島紬）、先染帯地（大島紬） 

179 （株）宮坂製糸所 長野県岡谷市 先染帯地（八寸名古屋帯） 

180 （有）シンセイ 長野県松本市 ニット（腹巻、靴下） 

181 （株）百花 横浜市中区 後染反物（小紋（変一越）） 

182 京呉服好一（株） 京都市北区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

183 （株）パールトーン 京都市右京区 胴裏（パールトーン加工） 

184 きもの専科まさ井 兵庫県三木市 後染反物（小紋（変一越）） 

185 マテリアル ローブ 麿 東京都練馬区 後染反物（小紋（変一越）） 

186 （株）せんば呉服 兵庫県尼崎市 
後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、訪問着）、先染反物

（絣着尺）、後染帯地 

187 （株）三越伊勢丹 東京都新宿区 
白生地（表地）、帯締、羽織紐、帯締（金銀糸が 5%を超

えるもの）、ジャケット地 

188 
青山きもの（株） 

（青山きもの学院） 
東京都港区 白生地（表地、夏物表地） 

189 ニット青木（株） 東京都品川区 
ニット（スーツ・パンツ、スーツ・スカート、ジャケッ

ト、アンサンブル、インナー） 

190 渡豊工房 山形県山辺町 
先染反物（綾御召（男物、女物）、市松綾御召（草木染

め））、裏地（紬八掛）、先染スト－ル 

191 （株）リンクピース 福岡市博多区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

192 （有）新宮（きもの宮下） 宮崎県宮崎市 後染反物（小紋（変一越）） 

193 アトリエＩＴＯ 伊藤峯子 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地 

194 遊生染織工房 築城則子 北九州市八幡東区 先染反物 

195 染織家 杉浦晶子 愛知県高浜市 先染反物、先染帯地 

196 （株）夢工芸染の新井 東京都足立区 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬） 

197 （株）嵯が野 埼玉県川越市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬） 
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198 （株）カインドウェア 東京都千代田区 ストール、ネクタイ 

199 （株）新田 山形県米沢市 後染反物（ぼかし着尺） 

200 （株）ソーホー 京都市下京区 
白生地（紋意匠無地縮緬・紋意匠縮緬）、後染反物（本

加賀訪問着）、先染反物（大島紬）、先染帯地（袋帯） 

201 （株）すずのき 東京都品川区 後染反物（訪問着・色無地）、白生地（表地） 

202 メーカーズシャツ鎌倉（株） 神奈川県鎌倉市 ニット（肌着） 

203 （株）丸本岩崎 北海道函館市 裏地（胴裏絹） 

204 
（株）緒方商店 

（きもの心おがた） 
愛媛県八幡浜市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

205 富士新幸（株） 山梨県都留市 真綿布団 

206 （有）浅井ローケツ 京都市右京区 後染反物（色無地・藍染） 

207 （有）呉服のうめね 北九州市小倉北区 白生地（変一越） 

208 
（株）ADESSO 

（きもの工房一休） 
神戸市中央区 白生地（変一越） 

209 森秀織物（株） 群馬県桐生市 先染反物（御召） 

210 （株）龍村美術織物 京都市中京区 先染帯地（本袋帯（金銀糸が5%を超えるもの）） 

211 
（株）長沼 

（長沼静きもの学院） 
東京都渋谷区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）） 

212 （株）国際商事 東京都板橋区 ショール 

213 窪田織物（株） 鹿児島県鹿児島市 先染反物（大島紬） 

214 染織家 村江菊絵 東京都目黒区 先染帯地（作家作品）、先染反物 

215 片倉工業（株） 東京都中央区 ニット（靴下） 

216 村田捺染加工（有） 群馬県桐生市 ストール 

217 （株）京のきもの綾錦 京都市下京区 後染反物（訪問着、小紋、色無地） 

218 あや工房 沖縄県西原町 先染反物（首里織）、先染帯地（首里織） 

219 Noble Silk（株） 東京都中央区 ニット（インナー、パンツ、ひざ掛け、ジャケット） 

220 万兵（株） 名古屋市中区 白生地（表地） 

221 横山（株） 京都市中京区 後染反物（小紋・訪問着） 

222 (株)カネヒサクリエーション 石川県金沢市 白生地（表地） 

223 柳晋哉 東京都世田谷区 先染反物 

224 (株)一声 京都市下京区 白生地（表地） 

225 
(株)ヤマノホールディングス 

きもの事業本部 
東京都渋谷区 後染反物（小紋・訪問着） 
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一般財団法人大日本蚕糸会から

一般財団法人大日本蚕糸会活動日誌　     № 57（H30.1.1 ～ H30.3.31）
月日 活　動　内　容　等

１/ ５ 新年賀詞交歓会（東京都有楽町　蚕糸会館）

１/30 蚕種業者等打合せ（茨城県　蚕業技術研究所）

２/ １～２ 平成 29 年度福島県養蚕振興セミナーへの参加（福島県）

２/13 ～ 14 平成 29 年度群馬県内養蚕者情報交換会への参加（群馬県）

２/14 養蚕調査農家との情報交換会（東京都有楽町　蚕糸会館）

２/23
純国産絹マーク審査委員会（平成 29 年度第 4 次）

（東京都有楽町　蚕糸会館）

２/23 平成 30 年おやま地区養蚕活性化研修会への参加（栃木県）

３/ ７ 提携グループの再登録に係る審査会（東京都有楽町　蚕糸会館）

３/ ８
農林水産省主催「これからの国産シルクを語る若手の会」

（農林水産省）

３/22 大日本蚕糸会通常理事会（東京都有楽町　蚕糸会館）
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一般財団法人大日本蚕糸会から

「シルクレポートの誌面の見直し」について

シルクレポートは、平成 20 年の創刊以来、蚕糸・絹に関する情報誌として、関係者の皆
様にご愛読いただいております。この間、養蚕農家の高齢化、養蚕から他作物への転換等に
より、養蚕を行っている農家戸数は大幅に減少し、繭生産量も百数十トンと国内需要量の
0.3％程度にまで減少し、我が国の蚕糸・絹を取巻く状況は大きく変化してきました。

このような状況の下、近隣に養蚕農家がなく、蚕の飼育や桑の栽培などについての情報交
換や技術的な話ができない養蚕農家が増えてきています。また、市町村や農協の養蚕指導者
も地域にいない状況が顕著になってきています。

このため、大日本蚕糸会では、「シルクレポート」を蚕糸・絹に関する情報誌としてだけ
でなく、養蚕農家への技術情報の提供と交流の場としても活用することとし、「シルクレポ
ート」の誌面を全面的に見直すとともに、全国の養蚕農家の皆様にも送付させていただくこ
ととしました。

変更は本号（平成 30 年４月号）以降順次行っていく予定ですが、主な点は以下の通りです。
①　養蚕農家向けの桑園管理や蚕の飼育技術情報の充実
②　養蚕に関する資材情報の提供
③　皆様の声を反映した誌面作り

なお、一部の統計資料等については誌面の関係上、掲載方法を変更させていただくものも
あります。
「シルクレポート」へのご質問・ご意見等は下記にご連絡ください。

〒 100-0006
東京都千代田区有楽町 1-9-4

（一財）大日本蚕糸会
担当：上原
TEL：03-3214-3500　FAX：03-3214-3511
E-mail：uehara@silk.or.jp

これからも、「シルクレポート」をご愛読お願い申し上げます。
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蚕糸絹関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

一般財団法人北海道開拓の村 004-0006 北海道札幌市厚別区厚別町小野幌 50-1 011-898-2692

ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310 

原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐16 0238-22-8141 

米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐87 0238-23-3525 

夕鶴の里資料館　語り部の館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025‐2 0238-47-5800 

松ヶ岡開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ岡 29 0235-62-3985 

公益財団法人致道（ちどう）博物館 997-0036 山形県鶴岡市家中新町 10‐18 0235-22-1199

酒田市美術館 998-0055 山形県酒田市飯森山三丁目 17‐95 0234-31-0095

かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13‐1 024-565-4889 

結城市伝統工芸館 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018‐1 0296-32-7949 

紬の里 307-0001 茨城県結城市結城 2515 0296-32-8002

本場結城紬郷土館 307-0000 茨城県結城市浦町 116 0296-32-2121

本場結城紬染織資料館「手緒里」 307-0001 茨城県結城市結城 12-2 0296-33-3111

佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111

おやま本場結城紬クラフト館 323-0023 栃木県小山市中央町 3-7-1 ロブレビル 1F 0285-32-6477

足利織物伝承館 326-0814 栃木県足利市通 3-2589 0284-22-3004

足利まちなか遊学館 326-0814 栃木県足利市通 1-2673-1 0284-41-8201

足利織姫神社 326-0817 栃木県足利市西宮町 3889 0284-22-0313

那須野が原博物館 329-2752 栃木県那須塩原市三島 5‐1 0287-36-0949 

高崎市歴史民俗資料館 370-0027 群馬県高崎市上滝町 1058 027-352-1261

群馬県立歴史博物館 370-1293 群馬県高崎市綿貫　992‐1（群馬の森公園内） 027-346-5522

おかいこステーション 370-3401 群馬県高崎市倉渕町権田 5344‐1235 027-340-6060 

群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300 

富岡製糸場 370-2316 群馬県富岡市富岡 1‐1 0274-64-0005

前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875 

織物参考館 “紫（ゆかり）” 376-0034 群馬県桐生市東 4 丁目 2 番 24 号 0277-45-3111 

桐生織物記念館（桐生織物協同組合） 376-0044 群馬県桐生市永楽町 6‐6 0277-43-2510

コノドント館みどり市大間々博物館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123 

たくみの里 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-2211

片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2 丁目 135 番地 048-522-4316 

ちちぶ銘仙館 368-0032 埼玉県秩父市熊木町 28-1 0494-21-2112

秩父ふるさと館 368-0044 埼玉県秩父市本町 3-1 0494-23-7300

きもの芸術館（一般財団法人国際文化きもの学会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286 

文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3‐22‐7 03-3299-2387 

蚕糸科学研究所展示室 169-0073 東京都新宿区百人町 3-25-1 03-3368-4891

調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3‐26‐2 0424-81-7656 

東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2‐24‐16 042-388-7163 

絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989‐2 0426-76-4064 

八王子市郷土資料館 192-0902 東京都八王子市上野町 33 042-622-8939 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
町田市立博物館 194-0032 東京都町田市本町田 3562 042-726-7531 

羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561 

シルク博物館 231-0023 横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841 

神奈川県立歴史博物館 231-0006 横浜市中区南仲通 5-60 045-201-0926

相模田名民家資料館 229-1124 相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118 

小千谷織物工房
小千谷織物同業協同組合

947-0028
新潟県小千谷市城内 1-8-25
小千谷市総合産業会館サンプラザ内

0258-83-2329

手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1‐8‐25 0258-83-4800 

十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531 

塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227‐14 0257-82-4888 

白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859 

はたや記念館ゆめおーれ勝山 911-0802 福井県勝山市昭和町 1‐7‐40 0779-87-1200

豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619‐1 055-269-3399

須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2 丁目 4 番 1 号臥竜公園内 026-245-0407 

常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1‐10‐3 笠原工業（株）内 0268-22-1230 

繊維学部資料館 386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 信州大学繊維学部内 0268-21-5454

上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3 番 3 号（上田城跡公園内） 0268-22-1274 

上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564‐1 0268-42-2158 

絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800 

長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000 

海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000 

日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196‐1 0263-47-4515 

岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） 394-0021 長野県岡谷市郷田 1 丁目 4 番 8 号 0266-23-3489 

駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381 

安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618‐24 0263-83-3835 

美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299‐1 0574-28-1110 

石川繊維資料館 400-0886 愛知県豊橋市東小田原町 109‐1 0532-52-5265 

豊田市稲武郷土資料館ちゅーま 441-2524 愛知県豊田市黒田町南水別 713 0565-82-3439 

豊橋市民俗資料収蔵室 440-0021 愛知県豊橋市多米町滝の谷 34-1-1 0532-63-2026

三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204‐1 059-293-0010 

手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131 

織物文化館 601-1123 京都市左京区静市市原町 265 川島織物セルコン内 075-741-4120 

西陣織会館 602-8216 京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231 

織成館 602-8482 京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020 

千總ギャラリー 604-8166 京都市中京区御倉町 80 番地千總本社ビル 2 階 075-211-2531

絹の白生地資料館 604-8176 京都市中京区龍池町 448‐2 伊と幸ビル 075-254-5884 

まゆ村 616-8384 京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564

グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050 

織元田勇 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 田勇機業（株）内 0772-72-0307 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
上垣守国（うえがきもりくに）養蚕記念館 667-0321 兵庫県養父市大屋町蔵垣 246‐2 079-669-1580 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO） 651-0082 神戸市中央区小野浜町 1-4 078-325-2201

西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8 号 177 番地１ 0894-72-3710 

蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町越知甲 1577 番地 0889-26-1002 

藤村製絲記念館 781-6402 高知県安芸郡奈半利町乙 2630 0887-38-4711
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蚕糸絹関係機関ホームページ一覧
【行　政】

農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp

【蚕糸絹業関係団体】
（一財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（一財）大日本蚕糸会 ジャパンシルクセンター http://www.silk-center.or.jp
（一社）日本絹人繊織物工業会 http://www.kinujinsen.com
（一財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp
（公財）京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html
（一財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougeihin.jp
蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会 http://takaraginu.com

【大学・試験研究機関】
（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 http://www.naro.affrc.go.jp
（国）北海道大学応用分子生物学分野応用分子昆虫学研究室 http://www.agr.hokudai.ac.jp/rfoa/abs/abs2-1.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース応用昆虫研究室 http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department2/agri/life.html
（国）宇都宮大学農学部昆虫機能利用学研究室

http://shigen.mine.utsunomiya-u.ac.jp/insectbiotechnology/insect_physiology/seiri-research
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科蚕学研究室 http://www.tuat.ac.jp/~kaiko
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp
（国）鳥取大学農学部生物資源環境学科昆虫機能学教育研究分野 http://muses.muses.tottori-u.ac.jp
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（国）九州大学大学院生物資源環境科学府蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/lab/sangaku
群馬県蚕糸技術センター　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p14710007.html   
群馬県繊維工業試験場　　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p20210013.html　
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.pref.kyoto.jp/oriki
（地独）京都市産業技術研究所 http://www.tc-kyoto.or.jp
（公財）衣笠繊維研究所 http://krf-textile.com
（一財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（一財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html

【学　会】
日本シルク学会 http://jssst.sakura.ne.jp
（一社）日本蚕糸学会 http://jsss.or.jp
日本野蚕学会 http://jswsmo.appspot.com

【博物館】
（一財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkcenter-kbkk.jp/museum
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp
愛媛県西予市野村シルク博物館 http://www.city.seiyo.ehime.jp/soshiki/silkmuseum
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum
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【博物館】
駒ヶ根シルクミュージアム http://www.cek.ne.jp/~shiruku
織成館（京都市上京区） http://orinasukan.skr.jp
高崎市染料植物園 http://www.city.takasaki.gunma.jp/docs/201401140097
群馬県立歴史博物館 http://grekisi.pref.gunma.jp
岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） http://silkfact.jp
はたや記念館ゆめおーれ勝山 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/hataya

【富岡製糸場と絹産業遺産群】
富岡製糸場 http://www.tomioka-silk.jp/hp/index.html
群馬県 企画部 世界遺産課 http://worldheritage.pref.gunma.jp/ja
ぐんま絹遺産 http://worldheritage.pref.gunma.jp/kinuisan
上毛新聞社関連記事 http://jomo-news.co.jp/ns/series/silk_index.html
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項目 養蚕業 製糸業 絹業

年次（暦年）

養蚕農家
戸数

収繭量
１戸当
収繭量

生糸
生産量

運転
工場数

稼働率

絹人繊織機
設備台数
（保有台

数）

絹織物
生産量

（平成）

戸 トン ㎏ 千俵 工場 ％ 千台 千㎡

1997　（ 9）

1998  （10）

1999　（11）

2000　（12）

2001　（13）

2002　（14）

2003　（15）

2004　（16）

2005　（17）

2006　（18）

2007  （19）

2008  （20）

2009  （21）

2010  （22）

2011  （23）

2012  （24）

2013  （25）

前年比(%)

資料 ・平成20年以前の養蚕業及び製糸業は、農林水産省調査によるものである。

　　 ・平成21年以降の養蚕業は、全国農業協同組合連合会及び(一財)大日本蚕糸会調査である。

     ・平成21年以降の製糸業は、中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会調査である。

　　 ・平成20年以前の絹業は経済産業省調査であり、平成21年以降絹業は(一社)日本絹人繊織物工業会調査である。 

       平成18年以降の絹織物生産量は、絹紡織物を含む。

　 　・平成23年以降の養蚕業は（一財）大日本蚕糸会調査である。

（注）製糸業の運転工場数及び稼働率は器械製糸工場の操業状況であるが、平成14年以降はすべての製糸工場のもの

      である。

・Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF)  (Sericultural and Silk-Reeling, before

・National Federation of Agricultural Co-operative Associations and the Dainippon Silk Foundation

・Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(Silk-Reeling , after 2009)  

・The Ministry of Economy Trade and Industry (Silk Fabric ,before 2008)  

・Japan Silk ＆ Rayon Weaver's Association (Silk Fabric, after 2009)  

(1)蚕糸絹業の概要
　Outline of Sericultural, Silk-Reeling,and Silk Fabric Industry in Japan

－資料 ･国内－



シルクレポート  2018.4 65

(2)養蚕農家数の推移

　　Farm households raising silk-worm

項  目 年　間

年 次

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年）、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、(一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

前年比(%)

春　蚕

(単位：戸)
(Unit：number)

初秋蚕 晩秋蚕
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(3)繭生産数量の推移
　　Cocoon Production

項  目

年 次

ｔ ｔ ｔ ｔ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年)、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、（一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

前年比(%)

2017年
構成比(%)

1戸当り収繭量

晩秋蚕春　蚕 初秋蚕年　間

年　計

初秋蚕 晩秋蚕春　蚕年　間
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(4)蚕期別、都府県別養蚕農家戸数

28年 29年 前年対比 28年 29年
前年対
比

28年 29年
前年対
比

28年 29年 前年対比

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

新潟県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

愛知県

京都府

兵庫県

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

資料:（一財）大日本蚕糸会調査

　（単位：戸、％）

都府県名
春蚕期 初秋蚕期 晩秋蚕期 年　　間



シルクレポート  2018.468

(5)蚕期別、都府県別繭生産数量

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

山梨県

長野県

新潟県

福井県

岐阜県

愛知県

兵庫県

京都府

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

都府県等
年間春　　蚕　　期

28年 前年比前年比

初　　秋　　蚕　　期

前年比

晩　　秋　　蚕　　期

29年

資料:(一財)大日本蚕糸会調査

前年比 28年28年28年29年 29年 29年
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   (6)蚕品種別蚕種製造数量の推移

　　Production by Sort of Silk-Worm Eggs

箱 割合 箱 割合 箱 割合 箱 割合

錦 秋 号 × 鐘 和 号
錦 秋 × 鐘 和

春 嶺 × 鐘 月
春 嶺 号 × 鐘 月 号

かいりょう × あ け ぼ の

朝 日 × 東 海

大 寶 × 黄 金

青 熟 × Ｃ ５ ・ Ｃ ６
山 東 ３ 眠 × Ｃ ・
秋 光 × 竜 白

太 平 × 長 安

・ ×
支 号 × 四 川 眠

・ × ｎBL

青 熟 × 支 号

×

支 号 × 青 熟
山 東 ３ 眠 × Ｃ ・
青 熟 × 中 号
又 昔 × 中 号

資    料：（一財）大日本蚕糸会調査。
Source  ：The Dainippon Silk Foundation.

改 良 小 石 丸

玉 繭 号

白 繭 細 号

小 石 丸

プ ラ チ ナ ボ ー イ

い ろ ど り

松 岡 姫

2016年

(平成28年)

2015年2014年

(平成27年)(平成26年)

極 細 号

蚕 技 研 号

新 小 石 丸

白 繭 細 号

世 紀 二 一
ぐ ん ま 細

白 麗

緑 繭 号

黄 白

合      計

ぐ ん ま 黄 金

奄 美 黄 金
上 州 絹 星

ぐ ん ま ２ ０ ０

新 青 白

玉 小 石

極 細 号

鷹 山

緑 繭 号

2017年

(平成29年)
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(7)生糸需給及び絹糸・絹織物の輸出入状況
　Raw Silk Supply / Demand Balance and Import/Export of Silk Yarn and Silk Fabric

国内引渡 期末在庫
数    量 数    量 輸入数量 輸出数量 輸入数量 輸出数量

 年  月

暦 　 年 俵 俵 俵 俵 俵 俵 俵
Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏

－

－

－

－

資　　料：(A)(C)(D)(E)農林水産省生産局調査（～2010.3）、中央蚕糸協会及び日本生糸問屋協会（2010.4～2012.3）、中央蚕糸

備    考：1.国内引渡数量(D)=｛前月在庫数量+(A)+(B)｝-｛(C)+(E)｝。

          2.kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

          of the Agriculture & Livestock Industries Ｃorporation since Jan.1996 until Mar.2008,excluding bonded silk.

Remarks ：1.Domestic deliveries(D)={Stock at end of the previous month+(A)+(B)}-{(C)+(E)}.

     　   2.Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

          協会（2012.12～）。(B)財務省関税局調査、ただし96年1月から08年3月までの輸入は、農畜産業振興機構調査の実需       

          者輸入分と一般者輸入分を合わせた数値。(F)(G)(H)(I)財務省関税局調査。

Source  ：(A)(C)(D)(E)The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（～2010.3）、

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11)、

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

          3.(D)と(E)は2012年11月までと同年１２月以降調査方法が変更したため連続性はない。

輸入数量 輸出数量
項  目

絹     織    物絹         糸生      糸      Raw Silk

生産数量
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(8)生糸の繊度別生産数量の推移

　　Raw Silk Production by Sizes

項  目

 年  月 18デニール以下

暦　　年

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会(2010.4～)。

備    考：kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and 

          Fisheries(～2010.3). Central Raw Silk Association (2010.4～).

Remarks ：Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

　　　(単位：60kg俵)
　　　(Unit：Bales of 60kg)

計 21デニール 27デニール 31デニール その他

生          糸
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(9)絹需給の推移（生糸量換算試算）
　Silk Supply and Demand Balance (Raw Silk Value Estimation)

項目
期末

内　需 在庫

暦年 計
生　糸 絹　糸 織 物 二　次

計 ③
生　糸 絹　糸 織　物 二　次

②-③ ④

― 

― 

― 

前年比(%)

資    料：蚕糸業需給・価格動向隔月報・繊維統計月報・日本貿易月報

注）2013年から期末在庫を45千俵とする。

Source  ："Silk balance and price situation monthly","Trade Statistics"

期初
在庫

供給計　Supply Total　①

輸 出　Export

需要計　Demand Total　②=①-④

輸　入　Import
生　産

(単位：千俵)
(Unit：1,000Bales of 60kg)

－ －－
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(10)品目別・二次製品輸入数量（生糸量換算試算）

        暦年
前年比％ 構成比％

男子用外衣類 

女子用外衣類 

うちブラウス

男子用下着・寝具衣料 
Men's underwear・ bedding cloth

女子用下着・寝具衣料
Women's underwear・ bedding cloth

ハンカチ 

ショール、スカーフ類 

ネクタイ類 

　　メリヤス、クロセス編物 

　　その他の洋装類 

　　洋　装　類　計   

　　和　装　類　計 

資料　：　財務省「日本貿易月報」
注）　：　ラウンドにより合計が一致しないことがある。
Source:The Custums Bureau,Ministry of Finance “Trade Statistics”

うち絹製の帯小物等

　　そ　の　他 

合　　　計

（単位：千俵）

項目

布

は

く

製
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(11)製糸工場の原料繭需給

(単位：生繭.ｔ)

(Unit：Ton by fresh weight)

項  目

 年  月

暦　　年

―

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。

          中央蚕糸協会(2012.12～)。

備    考：1.本表は上繭及び玉屑繭の合計である。

          2.受入数量=本月末在庫数量+消費数量-前月末在庫数量。

　　　　　3.2015年9月の消費数量は焼失分29tを含む。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

Remarks ：1.This table includes reelable,doupion and waste cocoons.

受入数量 消費数量 期末在庫数量

総          計
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(12)製糸工場の操業状況

　　Activities of  Reeling Mills

項  目 運転工場数 運 転 率 操業日数 従業者数

 年  月

暦　　年

中央蚕糸協会及び（一財）大日本蚕糸会(2012.12～)。

備    考：1.設備数中の運転可能及び運転台数は毎月の算術平均である。

          2.運転率は運転可能台数に対する運転台数の比率である。

          3.従業者数は期末現在の在籍従業員数である。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～).

Remarks ：1.The number of operable and operating reeling machines is arithmetic means of monthly figures.

          Central Raw Silk Association(2012.12～)

設   備   数(台)

運転可能 運    転

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。
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(13)生糸在庫数量の内訳
　　Breakdown of Raw Silk Stocks

項  目
総   計

生糸市場 生糸市場外 生糸輸出 受   入 引   渡
 年  月 売買業者 売買業者 入業者 数   量 数   量

暦　　年

― 
― 
― 

―

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。中央蚕糸協会(2012.12～)

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

(単位：60㎏俵)
(Unit：Bales of 60㎏)

一      般     在      庫
農畜産業振興機構

在庫数量計 製糸工場
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(14)蚕糸関係品目別輸入状況  

単位 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 29年/28年

（1月）
（累計）

(％）

生糸・玉糸計
俵

絹糸
俵

野蚕糸
俵

繭
㎏

く ず 繭
㎏

その他の絹
く ず

㎏

絹のくず計
㎏

絹紡糸

㎏

絹紡紬糸

㎏

絹織物
㎡

資料：財務省関税局
備考：絹ノイルと真綿の統計は、平成21年1月より廃止された。

平成30年(2018)
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（15）生糸の原産国別輸入数量

暦　年

資    料 ：財務省関税局調査

備    考 ：1. kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

           2. （　）書きは、玉糸の輸入数量で内数である。

Source   ： The Customs Bureau,Ministry of Finance. 

Remarks  ：1. Country volume may not add up the total volume due to round off.

計 中国 ブラジル

年　　月

           (単位：60ｋｇ俵）
           (Unit：Bales  of  60kg）

国　　名
タイ その他べトナム
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(16) 絹糸の原産国別輸入数量 
　　Silk Yarn Imports

年月 計 韓　国 中　国 ベトナム イタリア アメリカ ブラジル その他

暦　　年

― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 

― ― 

― 
― 
― 

― ― ― ― ― 
― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― 
― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― ― 

― ― 

― ― ― 

― ― ― ― ― 

― 

― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― 

― ― ― 

― ― 

― ― ― ― 

資    料：財務省関税局調査。

備    考：kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

Source  ：The Customs Bureau,Ministry of Finance.

Remarks ：Country volume may not add up the total volume due to round off.

　　(単位：60kg俵)
　(Unit：Bales of 60kg)

国名

Year＆Month
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(17)生糸・絹糸の主要輸入国からの輸入数量と単価

単位：俵,円/Ｋｇ

項  目

年　月
俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価

暦　　年

資　料 ：財務省調査。通関統計による、単価はＣＩＦ価格である。

中国 ブラジル 中国 ブラジル ベトナム

輸入生糸（通関ベース） 輸入絹糸（通関ベース）
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(18)絹織物生産数量

総   数 その他の

先　練 先　練 後練(後染)

年 月 計 羽二重類 クレープ類 (先染) 計 ちりめん類 (先染)

暦　　年

―

―

―

―

―

資    料：（一社）日本絹人繊織物工業会。

備    考：絹紡と交織を含む。単位以下四捨五入。

Source  ：Japan Silk ＆ Rayon Weaver’s Association.

Remarks ：Spun and mixed fabrics included .

(単位：1,000㎡)
(Unit：1,000sq.meters)

品   種 絹・絹紡織物  Silk and Spun Silk Fabrics 

広 巾 織 物  Double Width 小 巾 織 物  Single Width
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(19)丹後・長浜・西陣の絹織物生産数量

　　Production of Silk Fabrics in Tango ，Nagahama and Nishijin

項  目

数　量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 推定出荷数量 前年(月)比

年　月

（千㎡） （反） （反）

（1,000㎡） （Roll） （Roll） (本)

暦　　年

―

―

―

資    料：絹織物生産数量は(一社)日本絹人繊織物工業会調査。主要3産地の生産量、出荷数量は各産地組合の発表による。

備    考：1.2006年1月以降の西陣の帯生産数量には、帯裏地等を含む。

　　　　　2.2009年から調査対象が変更された。

Source  ：Japan Silk ＆Rayon Weaver’s Association

Remarks ：Since Jan.2006, sash linings are included in sash production.

（白生地） （帯）

（White Fabrics） （White Fabrics） （Sash）

絹織物生産数量 丹　後　Tango 長　浜　Nagahama 西　陣　Nishijin

（白生地）



シルクレポート  2018.4 83

(20)全国全世帯被服類品目別消費支出状況

項目

年月

▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 7.8 ▲ 2.6 ▲ 0.9

▲ 1.7

▲ 0.3 ▲ 3.2 ▲ 13.3 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.7

▲ 1.7 ▲ 4.2 ▲ 12.7 ▲ 5.5 ▲ 5.0 ▲ 3.1

▲ 0.5 ▲ 4.1 ▲ 6.1 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.6

▲ 2.5 ▲ 1.0 ▲ 4.2

▲ 8.9 ▲ 1.2

▲ 28.3 ▲ 2.0

▲ 1.3 ▲ 5.2 ▲ 27.0 ▲ 3.6 ▲ 5.1 ▲ 9.4

▲ 1.8 ▲ 4.3 ▲ 22.8 ▲ 5.1 ▲ 4.5

▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 3.1 ▲ 0.3

▲ 2.4 ▲ 12.6 ▲ 70.3 ▲ 7.8 ▲ 18.7

▲ 0.4 ▲ 8.3

▲ 8.1 ▲ 11.8 ▲ 38.1 ▲ 8.0 ▲ 7.6 ▲ 30.5

▲ 0.5

▲ 57.6 ▲ 0.5

▲ 1.5 ▲ 11.6 ▲ 51.9 ▲ 12.8 ▲ 1.3 ▲ 16.6

▲ 59.1 ▲ 1.5 ▲ 7.0

▲ 3.3 ▲ 20.8 ▲ 6.9 ▲ 4.1 ▲ 0.4

▲ 0.3 ▲ 3.3 ▲ 0.5

▲ 2.1 ▲ 4.3 ▲ 19.0 ▲ 3.6 ▲ 4.3 ▲ 4.3

▲ 2.5 ▲ 12.2 ▲ 14.1 ▲ 16.6 ▲ 12.4

▲ 4.2 ▲ 15.3 ▲ 73.2 ▲ 13.9 ▲ 14.0 ▲ 20.3

▲ 3.1 ▲ 4.3 ▲ 77.7 ▲ 8.8

▲ 4.0 ▲ 46.2 ▲ 3.3 ▲ 12.6

▲ 5.3 ▲ 10.4 ▲ 10.8 ▲ 14.7 ▲ 7.2

▲ 0.7 ▲ 8.3 ▲ 16.1 ▲ 11.1 ▲ 1.8 ▲ 1.7

▲ 1.6

▲ 2.7 ▲ 0.2 ▲ 2.2 ▲ 1.2

▲ 0.9 ▲ 4.8 ▲ 8.6 ▲ 6.8

▲ 5.1 ▲ 10.8 ▲ 44.1 ▲ 6.8 ▲ 6.6 ▲ 10.3

▲ 2.6 ▲ 12.3 ▲ 70.1 ▲ 11.8 ▲ 14.0 ▲ 6.6

▲ 0.2 ▲ 64.8

▲ 0.9 ▲ 4.3 ▲ 80.3 ▲ 7.2 ▲ 4.6

▲ 0.6 ▲ 2.3 ▲ 3.0 ▲ 2.9

▲ 0.6 ▲ 5.8

▲ 3.4 ▲ 4.1 ▲ 7.9 ▲ 1.9 ▲ 11.2

▲ 1.0 ▲ 4.5 ▲ 2.5

▲ 0.9 ▲ 1.4

▲ 13.0 ▲ 55.2 ▲ 15.5 ▲ 12.7 ▲ 6.3

▲ 7.7 ▲ 7.0 ▲ 13.1 ▲ 7.2

▲ 1.2 ▲ 49.0 ▲ 6.2 ▲ 5.7 ▲ 6.8

▲ 0.4

▲ 2.4 ▲ 69.8 ▲ 0.0 ▲ 6.7

▲ 48.7

▲ 2.6 ▲ 3.1 ▲ 9.0 ▲ 3.3

Remarks:Clothing＆footwear includes japanese clothing ,clothing ,shirts＆sweaters and other items.

消費支出総額 被服及び履物
Clothing＆footwear

和服　Japanese
洋服　Clothing

シャツ・セーター
Shirts ＆sweaters

下着類　Underwear

前年比(円) (円)前年比(円)

Year＆

暦年Calendar

前年比

備考：「被服及び履物」は右に並ぶ内訳４項目以外の費目も含む。年数値は月平均。

前年比(円) 前年比 (円) 前年比 (円)

資料:総務省統計局「家計調査報告」。２人以上で構成される8,000世帯を集計。
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2010年 2011年 2012年

トン トン トン
日本

中国

インド

ウズベキスタン

イラン

タイ

ブラジル

ベトナム

北朝鮮

トルコ

ブルガリア

インドネシア

シリア

主要国の計

2013年 2014年 2015年

トン トン トン

日本

中国

インド

ウズベキスタン

イラン

タイ

ブラジル

ベトナム

北朝鮮

トルコ

ブルガリア

インドネシア

シリア

主要国の計

注1  日本は（一財）大日本蚕糸会、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)

     、ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕

     委員会 (ISC)及びFAOの統計値を使用した。

注2   生糸生産量からの推計を含む。

(1)世界主要国の家蚕繭生産数量

区    分

区   分

－資料 ･海外－
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トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ウズベキスタン

タイ

ブラジル

ベトナム

イラン

北朝鮮

トルコ

インドネシア

ブルガリア

シリア

主要国の計

トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ウズベキスタン

タイ

ブラジル

ベトナム

イラン

北朝鮮

トルコ

インドネシア

ブルガリア

シリア

主要国の計

注1  日本は（一財）大日本蚕糸会、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)、
      ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕
      委員会(ISC)及びFAOの統計値を使用した。

(2)世界主要国の家蚕生糸生産数量

区   分 2010年 2011年 2012年

2013年区   分 2014年 2015年
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(3)中国省別家蚕繭生産数量・生糸生産数量

区分

山 西

河 北

遼 寧

江 蘇

浙 江

安 徽

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

陝 西

甘 粛

寧 夏

新 彊

内 蒙 古

合 計

資料：中国絲綢年鑑による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

省

家蚕繭生産量

(トン、％）(MT, %)

生糸生産量

(トン、％）(MT, %)

Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production, and Number of Filatures in China
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(4)中国省別家蚕繭生産数量の推移 

(単位：万トン)(Unit: 10,000ton)

地域 2000年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

北 京

天 津

河 北

山 西

内 蒙 古

遼 寧

吉 林

黒 龍 江

上 海

江 蘇

浙 江

安 徽

福 建

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

海 南

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

チベット

陝 西

甘 粛

青 海

寧 夏

新 彊

合 計

資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」
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区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=17円

区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=17円
資料:中国繭絲綢交易市場(浙江省嘉興市)発表

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

2017年12月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

（5）中国繭絲綢交易市場における各種シルク現物価格

2017年11月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)
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区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=17円

区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=17円

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

2018年2月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

2018年1月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)
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全体
国有企業

集団企業 その他企業

全体
国有企業

集団企業 その他企業

1995年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

資料: 中国統計年鑑(2017)

(6)中国企業別従業員年間賃金総額及び対前年指数

年次

賃金総額（億元） 対前年指数
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全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

1995年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

資料：中国統計年鑑2017　　 Source:China Statistical Yearbook 2017

(7)中国企業別従業員年間平均賃金及びその対前年指数

年次  Year

年平均賃金（元）
対 前 年 指 数　Indices(preceding year=100)

名　目　賃　金Average Wage 実　質　賃　金Average Real  Wage
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(8)中国産業別従業員年平均賃金の推移
(単位:元)(yuan)

産 業 別 Sector 2005年 2010年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

農、林、牧、漁業

採掘業Mining

製造業Manufacturing

電力、ガス、水道業

建築業Construction

交通、運輸、倉庫、郵便業

情報通信コンピュターサービス

卸売、小売業

ホテル、飲食業

金融業Financial Intermediation

不動産業Real Estate

賃貸、リース業

科学研究、技術サービス業
Scientific Research,Ｔｅｃhｎｉｃａｌ

水利、環境管理業

家庭サービス業

教育Education

衛生、社会保障、社会福祉業

文化、スポーツ、娯楽業

公共機関、社会団体

合    計Total

(出所)中国統計年鑑2017

上記を円(Yen)換算

産業別   Sector 2005年 2010年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

製造業 Manufactur

合     計 Ｔｏｔａｌ

年別円yen／人民元yuanレート
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年平均賃金
(元）(yuan)

円換算
（円）  (yen)

前年比（％） 全国平均比（％）

北 京

天 津

河 北

山 西

内 蒙 古

遼 寧

吉 林

黒 龍 江

上 海

江 蘇

浙 江

安 徽

福 建

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

海 南

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

西 蔵

陝 西

甘 粛

青 海

寧 夏

新 彊

全 国 平 均

（注）１元＝16.38円   Note:1yuan=16.38yen

(9)中国省別従業員年平均賃金(2016年)

省（区）別 Region

（出所）中国統計年鑑2017    Source: China Statistical Yearbook 2017
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(10)ブラジルの繭・生糸生産数量の推移

シルク年度

（9～8月）

繭生産量

（トン）(Ton)

暦年
生糸生産量

（㎏）

生糸生産量

（俵換算）

資料：ブラタク製糸株式会社　　　　

　 注：（）内は対前年比

〔 〕内の見込みは2015年4月現在
Source: Fiação de Seda Brtac S.A

〔見込み〕
〔Estimate〕

〔見込み〕
〔Estimate〕
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